
D e c e m b e r

No.179
12

2019

photo 

町古閑牧野の草小積み作り

守
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人の力を
信じる。
阿蘇 の 誇りと実りのブランド

彫
刻
家

石
原
昌
一
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五
嶋
一
拓
さ
ん
が
大
型
の
鶏
の

そ
ば
に
立
つ
と
よ
く
似
合
う
の

は
、き
っ
と
す
ら
り
と
し
た
長
身

の
せ
い
だ
ろ
う
。

楓
爽
と
し
た
力
感
が
溢
れ
る

の
だ
。

か
つ
て
熊
本
に
は
天
草
大
王
と

呼
ば
れ
る
わ
が
国
最
大
級
の
鶏

が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

「
博
多
の
水
炊
き
」な
ど
と
し
て

珍
重
さ
れ
、人
気
も
高
か
っ
た

が
、残
念
な
が
ら
時
の
移
り
ゆ
き

の
な
か
に
絶
滅
し
た
。

「
そ
の
伝
説
の
地
鶏
が
復
元
さ
れ

た
の
で
す
」

熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が

過
去
の
文
献
を
も
と
に
選
抜
交

配
を
繰
り
返
し
、十
余
年
の
歳
月

を
か
げ
て
、「
天
草
大
王
よ
、ふ
た

た
び
」を
実
現
さ
せ
た
。

「
軍
鶏
の
血
が
四
分
の
一
入
っ
て

い
る
の
で
、気
性
は
や
は
り
荒
い

で
す
」

飼
育
に
も
、細
や
か
な
気
遣
い
が

欠
か
せ
な
い
。

こ
の
伝
説
の
地
鶏
を
、阿
蘇
で
唯

一
扱
っ
て
い
る
の
が「
あ
そ
大
王

フ
ァ
ー
ム
」だ
。

群
を
ぬ
く
美
味
と
の
評
価
が
安

定
し
て
い
る
逸
材
を
、万
全
の
安

全
体
制
の
な
か
で
じ
っ
く
り
愛

情
こ
め
て
育
て
上
げ
て
い
る
。

ア
ト
リ
エ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

圧
倒
的
な
力
が
風
の
ご
と
く
吹
き

つ
け
て
く
る
。

豊
か
な
存
在
感
を
示
し
て
立
つ
肖

像
彫
刻
の
群
れ
が
放
つ
力
だ
。

そ
れ
は
、ず
っ
し
り
詰
ま
っ
た
人
間

の
内
面
が
語
り
か
け
て
く
る
か
の

よ
う
。

阿
蘇
に
居
を
構
え
、長
く
制
作
を
つ

づ
け
る
石
原
昌
一
さ
ん
は
著
名
な

彫
刻
家
で
あ
る
。

文
献
精
読
か
ら
始
ま
り
、考
え
を

じ
っ
く
り
煮
詰
め
て
生
ま
れ
て
く

る
肖
像
た
ち
。

だ
か
ら
こ
そ
、そ
こ
に
ひ
と
り
の
彫

刻
家
の「
人
間
に
対
す
る
畏
敬
」が

こ
め
ら
れ
て
い
る
。

出
身
は
埼
玉
県
だ
が
、幼
い
と
き
か
ら

阿
蘇
の
雄
大
さ
に
惹
か
れ
て
い
た
。

「
ま
さ
か
こ
こ
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

三
十
代
か
ら
熊
本
大
学
教
育
学
部

教
授
と
し
て
多
く
の
教
え
子
を
育

て
て
き
た
。

む
ろ
ん
精
力
的
な
作
家
活
動
を
繰

り
広
げ
な
が
ら
。

現
在
は
文
化
協
会
な
ど
の
仕
事
の

ほ
か
に
、幼
児
教
育
に
も
携
わ
る
。

「
観
察
力
を
磨
き
、自
分
の
手
の
ひ

ら
で
立
体
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は

…
…
」

す
べ
て
の
教
育
の
基
礎
に
な
る
と

い
え
る
ほ
ど
有
意
義
、と
の
確
信
は

揺
る
ぎ
な
い
。

肖
像
彫
刻
に
は
、

人
間
の
内
面
が

詰
ま
っ
て
い
る
。

伝
説
の
地
鶏
を
、

愛
情
こ
め
て

育
て
上
げ
る
。

あるがまま、という貴さ。

人と自然が共作する阿蘇。

然についてのお問い合わせは、
阿蘇市「草・観・然」活性化事業推進会議事務局（阿蘇市観光課）

TEL. 0967-22-3174 / FAX. 0967-22-4566

aso-zen.com

●  阿蘇の自然を舞台にした人びとの営みこそ大きな力を持っている、という考えで 2013 年秋にスタートした「然」。活動
の広報として、お一人お一人のポスターを制作しています。

　※掲載された内容は取材当時のものです。

あ
そ
大
王
フ
ァ
ー
ム

五
嶋
一
拓



今月号の表紙
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町古閑牧野では、昔ながら
の草原風景を維持するた
め、毎年草小積みが作られ
ています。ことしから後継
者育成の取り組みも開始
し、11 月１日に地元の
若者２人が参加した草小
積み作りが行われました。
草小積みは４㌻ ~ ５㌻で
も紹介しています。

2019年12月号
public relations magazine No.179

今月の主な内容・CONTENTS

図書館へ行こう！

子育て支援センター情報

阿蘇医療センター通信 Vol.50

フレッシュマン 岩永 悠
ゆ う き

希さん

地産地消クッキング からしレンコン

12 月カレンダー

まちの話題

市役所からのお知らせ

くらしの情報

人権作文 園田 桃子さん

お慶び ご寄付
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38

市役所からのお知らせ （16~24）

39
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26

熊本県の最低賃金が改定されました／山火事にご用心！／１２月
３日～９日は「障害者週間」です／知ってくださいヘルプカード／
県有地売却の一般競争入札／令和２年阿蘇市成人式のご案内／第
１７回火の国ぼうさい塾受講生募集／身体障がい者ソフトウェア
開発訓練生募集中／首都圏の熊本県出身学生寮「有斐学舎」入寮生
募集／中通古墳群長目塚古墳発掘７０周年記念シンポジウム／熊
本県ハンセン病問題啓発フォーラム 2020 ／運転中のながらスマ
ホ厳罰化！／最低賃金ワン・ストップ無料相談のご案内／こころ
の健康相談／心配ごと相談／法律相談／障がい者相談／消費生活
主張相談／あそ若者しごと相談会／年金出張相談／認知症カフェ

くらしの情報 （34~37）

はせの あみ／一の宮小学校・6 年 ch
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夢を追いかけて

長谷野 愛美

　私の将来の夢は、動物園の飼育員になることです。
きっかけは、テレビで、ぞうが赤ちゃんを産む時に飼育
員の人が必死で赤ちゃんをすくい出そうとしているの
を見て、命をつなごうとする姿にあこがれたからです。
　飼育員は、動物ときずなを深めることが大切です。そ
のために、自分の友達や身の回りの人ときずなを深める
ことを心がけています。人にやさしくせっすることで、
おたがいを大切にし合いながら生活していきたいです。

44

43

職員の給与などを公表します／年末年始の各種お知らせ
／水道管は凍結防止の対策をしましょう／ご自身の固定
資産をしっかりと把握されていますか？／熊本地震によ
る被災代替家屋・償却資産の固定資産税特例措置／農地を
適正に管理しましょう／特定公共賃貸住宅入居者募集／
食品ロスを削減しよう／生ごみ処理機等の購入費の一部
を助成します／国民健康保険の届け出を忘れずに／４月
から事務所・飲食店・ホテルなどが屋内禁煙になります

夢を追いかける青少年の声を届けます ―

守りたい草原風景 草小積み

故郷で働く 山部 亮太さん

市政報告会質疑応答

6

阿蘇市男女共同参画川柳入賞作品27

阿蘇サイクルツーリズム通信 vol.2432

阿蘇広域行政事務組合平成３０年度決算報告33

ASO 田園空間博物館通信 No.8140
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草
小
積
み
と
は
、
刈
っ
た
野
草
を
乾

燥
さ
せ
、
束
に
ま
と
め
て
積
み
上

げ
た
も
の
。
直
径
４
㍍
、
高
さ
２
㍍
ほ
ど

の
大
き
さ
で
す
。
秋
に
な
る
と
行
わ
れ
る

昔
な
が
ら
の
草
の
保
存
方
法
で
、
冬
に
畜

舎
で
過
ご
す
牛
馬
の
エ
サ
や
敷
料
、
田
畑

の
堆
肥
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
頃
ま
で
は
、
晩
秋
の
草

原
で
多
く
の
草
小
積
み
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
近
年
は
、
牛
馬
の
数
が
減
っ
て

干
し
草
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
草
刈
り
用
機
械
の
大
型
化
や
白
く

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
草
ロ
ー
ル
の
普
及
、

輸
送
手
段
の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て
農
家
が

草
小
積
み
を
作
る
必
要
性
が
低
く
な
り
、

作
れ
る
人
も
減
っ
て
い
ま
す
。
草
小
積
み

に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
増
え
て
お
り
、

そ
の
役
割
や
意
味
も
徐
々
に
忘
れ
去
ら
れ

て
い
ま
す
。

阿
蘇
地
域
の
草
原
を
活
用
し
た
農
業

は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
草
小
積
み
は
、
昔
な
が
ら
の

風
景
を
創
出
し
草
原
文
化
を
学
ぶ
た
め
に

も
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
伝
え

た
い
阿
蘇
の
農
業
遺
産
資
源
」
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミルクロード沿いの大観峰付近。山田中部牧野組合の
森本幸光・ミサ子さん夫婦によって作られた草小積み。

守
り
た
い
草
原
風
景

草
小
積
み
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草
原
を
利
用
す
る
知
恵
と
技
を
継
承

し
、
草
小
積
み
の
あ
る
風
景
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
阿
蘇
地
域
世
界

農
業
遺
産
推
進
協
会
と
阿
蘇
郡
市
の
牧
野

組
合
が
協
力
し
て
平
成
28
年
に
『
草
小
積

み
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
市
内
で
は
山
田
中
部
、
三さ
ん
が閑

、

町ま
ち
こ
が
古
閑
の
３
つ
の
牧
野
組
合
が
草
小
積
み

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
前
ま
で
設

置
し
て
あ
る
の
で
、
昔
な
が
ら
の
草
原
風

景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

根子岳の向かい側、箱石峠近くの草原にある町
ま ち こ が
古閑牧野の

草小積み。同牧野では、昔ながらの草原景観を維持し草小
積みの技術を絶やさないため、ことしから後継者の育成を
開始している。
写真は草小積みを作った市原啓吉組合長（右前）と妻の
恵美子さん（右後）、後継者の古木誠さん（左後）、釜埼
笙
しょう
さん（中央）。

城山展望所からやまなみハイウェイ沿いを九重方面に向
かってすぐ右手に見える草小積み。三

さん が
閑牧野組合の組合員

8人の手によって設置。

大型の機械で作られた草を貯蔵するロール。草小積みに代
わって新しい阿蘇の風景となっている。

問
草
小
積
み
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク

　
☎
３
２・３
５
０
０
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CityTopicsまちの 話題

　
阿
蘇
市
文
化
協
会
主
催（
岩
下
哲

三
会
長
）の
阿
蘇
市
文
化
祭
が
阿
蘇

体
育
館
で
開
か
れ
、11
月
２
日・３
日

の
２
日
間
で
約
１
５
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
今
回
で
13
回
目
を
迎
え
た
文
化
祭

は
、出
演
者
と
出
品
者
を
合
わ
せ
て

約
７
０
０
人
が
参
加
。ス
テ
ー
ジ
部

門
で
は
、日
頃
練
習
し
て
き
た
歌
や

踊
り
、演
奏
な
ど
60
演
目
が
披
露
さ

れ
、観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
、書
道
や
絵
画
、工
芸

品
な
ど
16
部
門
、約
千
点
が
展
示
さ

れ
、訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

第 13 回阿蘇市文化祭開催

 ステージでは息の合った日舞などが披露された

  

第
14
回
阿
蘇
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
が
、コ
ス
ギ
リ
ゾ
ー
ト
阿

蘇
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開

か
れ
、１
０
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、互
い
に
親
睦
を
深
め

な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
基
金
に
協
力
し
ま
し
た
。

　
収
益
金
８
万
８
０
０
０
円
は
、市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
台
風
19

号
の
被
災
地
に
お
届
け
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】　

　
優
勝　
　
井　
和
代

　
準
優
勝　
佐
藤 

和
文

　
３
位　
　
佐
藤 

順
吉

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　
　
　
　
　
今
村 

浩
文

ゴルフで被災地支援
第 14 回阿蘇市民チャリティーゴルフ大会

10
　19

佐藤市長から市社協の藤崎局長に目録が手渡された
　

阿
蘇
を
題
材
と
し
た
ア
ー
ト
作

品
を
創
作
し
世
界
に
発
信
す
る
海
外

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
へ
い
事
業
が
９
月

~

11
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、４
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
阿
蘇
郡
市
に
滞

在
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
に
滞
在
し
た
ハ
ン
ナ・
カ

ゼ
ヴ
ス
カ
さ
ん（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）は
、

市
内
の
印
象
深
い
場
面
を
短
冊
に

墨
で
描
い
た
作
品
や「
個
人
的
な
辞

書
」と
称
し
た
冊
子
を
創
作
。10
月
29

日~

11
月
４
日
に
阿
蘇
市
と
熊
本

市
で
開
か
れ
た
ア
ー
ト
展
で
披
露
さ

れ
、来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。作
品

の
一
部
は
、阿
蘇
市
内
の
公
共
施
設

等
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

アートで阿蘇を発信
海外アーティストによるアート展を開催

アート展で展示されたハンナさんの作品

10
　 29

文化で繋ぐ阿蘇の絆11
　 2-3

WebTV アソ
動 画

11
　 4-

WebTV アソ
動 画

　
第
12
回
ふ
れ
あ
い
畜
産
ま
つ
り
が

熊
本
県
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、同
時

に
開
催
さ
れ
た
畜
産
共
進
会
の
肉

用
牛（
黒
毛
和
種
）の
部
で
和
田
次

則
さ
ん（
北
２
区
）が
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
部
門
で
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
、和
田
さ
ん
が
阿
蘇
市
で

初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
結
果（
敬
称
略
）

▽
肉
用
牛（
黒
毛
和
種
）の
部

　
工
藤
和
也（
遊
雀
）　
名
誉
賞
４
席

▽
肉
用
牛（
褐
毛
和
種
）の
部

　
古
木
幸
人（
古
閑
）　
名
誉
賞
２
席

▽
種
馬
の
部

　
山
内
幸
一（
竹
原
）　
名
誉
賞
２
席

県畜産共進会で快挙
和田次則さんの牛がグランドチャンピオンに

11
　 2

息子の英樹さん（左）と次則さん（右）



7 広報あそ 2019.12

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
妊
娠
や
出
産
、子
育
て
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

『
あ
そ
っ
こ
』の
利
用
が
始
ま
り
、健

診
に
訪
れ
た
親
子
を
対
象
に
一
の
宮

保
健
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、健
診
や
予
防
接

種
の
予
定
、母
子
手
帳
の
記
録
な
ど

を
自
分
で
管
理
で
き
、市
か
ら
の
情

報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
プ
ッ
シ

ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
あ
そ
っ
こ
』は
、『
母
子
モ
』の
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
便

番
号
を
設
定
す
る
こ

と
で
利
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

子育てを便利にサポート
母子手帳アプリ『あそっこ』利用スタート

スマホにアプリをダウンロードしたお母さん
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11
月
９
日
～
15
日
の
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、11
月
９

日
の『
１
１
９
番
の
日
』に
消
防
団
非

常
呼
集
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
非
常
時
に
お
け
る
消
防
団
の
招
集

時
間
短
縮
や
連
絡
体
制
の
確
認
、機

械
器
具
操
作
の
技
術
向
上
の
た
め
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
訓
練
で
、実
際
の

火
災
を
想
定
し
て
早
朝
６
時
か
ら
消

防
団
が
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
各
班
の

詰
所
を
出
発
。指
定
さ
れ
た
集
合
場

所
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
内
牧
遊
水
池
で
は
阿
蘇
地
区
の
消

防
団
が
一
斉
放
水
を
行
い
、空
気
が

乾
燥
す
る
冬
の
時
季
に
備
え
機
械
器

具
等
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

火災を想定 早朝呼集
『１１９番の日』に消防団非常呼集訓練

内牧遊水池で一斉に放水する消防団員

11
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受賞 学校名 氏名
市長賞 波野小 6 年 岩下 美

み ず は
月羽

議長賞 内牧小５年 奈須 美
み さ

彩
教育長賞 一の宮小 4 年 穴見 りく

優秀賞

阿蘇西小６年 幸　碧
あ お い

唯
阿蘇西小５年 村田 侑

ゆうせい
生

一の宮小 5 年 上村 かのん
阿蘇小 6 年 志賀 葉月
波野小５年 堀　寧

ね ね か
花

ごみを減らす絵画児童コンクール作品発表

　
令
和
元
年
度
阿
蘇
市
ご
み
を
減
ら

す
絵
画
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
行
わ
れ
、小
学
４
年
～
６
年
生

が
応
募
し
た
３
０
５
点
の
中
か
ら
８

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
ご
み
問
題
や

環
境
へ
の
関
心
を
深
め
、正
し
い

認
識
を
持
ち
成
長
し
て
も
ら
お
う

と
実
施
し
て
い
る
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、こ
と
し
で
12
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
市
長
賞
を
は
じ
め
、各
賞
を
受
賞

し
た
皆
さ
ん
に
は
賞
状
と
副
賞
が
贈

ら
れ
ま
す
。入
賞
作
品
は
、12
月
末
ま

で
市
役
所
本
庁
市
民
課
カ
ウ
ン
タ
ー

に
展
示
さ
れ
ま
す
。

環境問題への関心深めよう

▶
教
育
長
賞

「
み
ん
な
で
分
別
」

　
一
の
宮
小
４
年

　
　
　
　
　
穴
見 

り
く
さ
ん

▶
議
長
賞

「 

私
た
ち
が
出
来
る
事
か
ら  

始
め
よ
う
！
」

　
内
牧
小
５
年

　
　
　
　
　
奈
須 

美
彩
さ
ん

▶
市
長
賞

「
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
へ
」

　
波
野
小
６
年

　
　
　
　
岩
下 

美
月
羽
さ
ん

▲ここから
ダウンロード

WebTV アソ
動 画
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CityTopicsまちの 話題

　
こ
と
し
14
回
目
を
迎
え
た
阿
蘇
市

こ
ど
も
芸
術
祭
が
阿
蘇
体
育
館
で
開

か
れ
、市
内
の
保
育
園
や
小
中
学
生

ら
14
団
体
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」と「
熊
本
県

芸
術
文
化
祭
参
加
事
業
」の
取
り
組
み

の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
る
本
芸
術
祭

は
、子
ど
も
た
ち
が
郷
土
芸
能
や
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
地
域
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
舞
台

を
見
よ
う
と
多
く
の
家
族
連
れ
が
来

場
。堂
々
と
し
た
発
表
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちが熱演
第 14 回阿蘇市こども芸術祭

11
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波野子供太鼓黒
くろつぐみ

鶫の演奏

　
11
月
９
日
～
15
日
の
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、内
牧
商
店

街
で
阿
蘇
中
央
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
消

防
署
の
見
学
や
避
難
訓
練
な
ど
を
通

し
て
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
ま
す
。

　
出
発
式
で
は
、全
員
で「
僕
た
ち
、

私
た
ち
は
、絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま

せ
ん
！
」と
防
火
の
誓
い
を
宣
言
。そ

の
後
、お
そ
ろ
い
の
法
被
姿
の
子
ど

も
た
ち
が
、拍
子
木
を
鳴
ら
し
な
が

ら
元
気
な
声
で
商
店
街
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「火の用心」呼び掛け
中央幼稚園幼年消防クラブが防火パレード

11
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拍子木を手に火災予防を呼びかける園児たち
　
山
本
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会（
山
本
眞

一
代
表
）が
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

阿
蘇
み
や
ま
荘
を
慰
問
し
、カ
ラ
オ

ケ
や
踊
り
を
披
露
し
て
利
用
者
と
交

流
し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
公
民
館
な
ど
で
歌
の
練

習
を
重
ね
て
い
る
同
愛
好
会
は
、宮

地
、中
通
、山
田
、内
牧
の
４
地
域
の

18
人
で
活
動
。毎
年
、同
施
設
に
訪
れ

利
用
者
に
元
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
５
年
目
と
な
る
今
回
は
、利
用
者

の
世
代
に
合
わ
せ「
津
軽
海
峡
冬
景

色
」や「
り
ん
ご
の
唄
」な
ど
ヒ
ッ
ト

曲
や
懐
メ
ロ
を
中
心
に
16
曲
を
披

露
。観
客
席
も
一
緒
に
な
っ
て
カ
ラ

オ
ケ
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

歌で利用者を笑顔に
山本カラオケ愛好会が阿蘇みやま荘を慰問

11
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利用者も一緒になってカラオケを楽しんだ

WebTV アソ
動 画

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
尾
ヶ
石・
赤
水・
黒

川・永
草
の
保
育
園
４
園
が
集
ま
り
、

黒
川
保
育
園
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
あ
そ
ま
つ

り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
後
、保
育
園
同
士
が
日

常
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
合
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
て
い
る
催
し

で
、各
園
の
園
児
や
保
護
者
が
参
加

し
、バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
宇
部

教
会（
山
口
県
）の
片
柳
弘
史
神
父
が

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の「
一
人
一
人
を
大

切
に
す
る
心
」に
つ
い
て
紹
介
。「
奉

仕
の
心
は
子
育
て
に
通
じ
る
」と
保

護
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。　

４園でつながり確認
黒川保育園でＹＭＣＡあそまつり

奉仕の心について講演する片柳神父

11
　 9
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「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

全国大会出場者と結果

（敬称略）

第 32 回全日本マーチングコンテスト

糸永　茜 （玉名女子高校 3 年／一の宮中出身）

（11.24 ／大阪市）●マーチング

ミニバレーの部
優　勝　阿部牧場 A

準優勝　ＮＯ ＤＡＴＥ

第３位　レッドブルズ

ふらばーるバレーの部
優　勝　フレンドリーＡ

準優勝　エンジェルズ

第３位　内牧５区

ソフトバレーの部
優　勝　凸凹チーム

準優勝　アグレッシ部Ｃ

第３位　アグレッシ部Ｂ

ミニバレーの部 優勝　阿部牧場Ａ

ふらばーるバレーの部
優勝　フレンドリーＡ

11
月
10
日
に
阿
蘇
体
育
館

で
開
か
れ
た
市
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
は
、ミ
ニ
バ
レ
ー

15
チ
ー
ム
、ふ
ら
ば
ー
る
バ

レ
ー
６
チ
ー
ム
、ソ
フ
ト

バ
レ
ー
７
チ
ー
ム
の
総
勢

１
６
２
人
、28
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

令和元年度第 15 回阿蘇市民スポーツ大会結果

ソフトバレーの部
優勝　凸凹チーム

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第 33 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会

小手川 吟之介 （阿蘇中３年）

（12.25~28 ／大阪市）●バレーボール

道路着工に一歩前進
竹田阿蘇道路中心杭打ち式

11
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波野小学校と荻小学校の１年生も一緒に杭打ちを行った

　
竹
田
阿
蘇
道
路
の
中
心
杭
打

ち
式
が
竹
田
市
荻
総
合
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、道
路

沿
線
の
関
係
者
２
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

竹
田
阿
蘇
道
路
は
、熊
本
と

大
分
を
繋
ぐ
中
九
州
横
断
道
路

の
一
部
で
、阿
蘇
市
～
竹
田
市
ま

で
延
長
22・５
㌔
の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。竹
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
竹
田

市
荻
を
通
過
し
、坂
梨
～
波
野
間

に
建
設
中
の
滝
室
坂
道
路
に
つ

な
が
り
ま
す
。災
害
時
に
も
機
能

す
る
道
路
と
し
て
防
災
機
能
や

ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

第 67 回全日本吹奏楽コンクール

【金賞】 糸永　茜 （玉名女子高校 3 年／一の宮中出身）

（10.20 ／名古屋市）●吹奏楽

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第 32 回全日本小学生相撲優勝大会

橋本 泰成 （内牧小６年）

（12.1 ／東京都）●相撲
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Ｑ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

平
成
30
年
の
全
国
学
力・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、小
学
生
の
算
数
な

ど
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

た
が
、中
学
生
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
教
育
委
員
会
と
し
て
も

学
力
向
上
に
は
力
を
入

れ
て
お
り
、小
学
校
は
ほ
ぼ
全
国

平
均
並
み
の
成
果
が
出
て
い
る

が
、ご
指
摘
の
と
お
り
中
学
校
は

若
干
厳
し
い
状
況
だ
。中
学
生
の

課
題
は
、家
庭
学
習
の
時
間
が
全

国
平
均
に
比
べ
少
な
い
。ま
た
、中

学
生
に
な
る
と
、や
る
気
が
あ
る

子
、や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
う

子
と
の
差
が
で
て
く
る
。授
業
で

は
、教
師
中
心
で
子
ど
も
が
受
身

と
い
う
授
業
が
多
く
、自
分
か
ら

進
ん
で
発
表
し
た
り
課
題
を
解
決

し
た
り
と
い
う
授
業
が
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
電
子
黒
板

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
子
ど
も

た
ち
が
積
極
的
に
授
業
に
取
り
組

む
よ
う
改
善
を
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、中
学
校
は
部
活
動
が
盛
ん

で
、一
の
宮
中・阿
蘇
中
と
も
非
常

に
強
く
、中
に
は
部
活
動
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う

保
護
者
の
方
も
一
部
お
り
、部
活

中
心
で
あ
ま
り
勉
強
に
向
か
わ
な

い
生
徒
も
い
る
。対
応
と
し
て
、地

域
未
来
塾
を
開
い
た
り
、夏
休
み

の
補
習
を
し
た
り
し
て
い
る
が
、

ま
だ
成
果
が
出
て
い
な
い
。中
学

校
の
授
業
改
善
に
も
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。【
教
育
長
】

Ｑ
乙
姫
体
育
館
は
耐
震
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
地
元
か
ら
の
要
望
を
受

け
、昨
年
、建
物
の
補
強

を
は
じ
め
、玄
関
と
ト
イ
レ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
を
撤
去
す
る
な
ど
、乙
姫

地
区
の
避
難
所
、住
民
健
診
等
で

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
整
備
し
た

と
こ
ろ
。壁
や
基
礎
も
補
強
し
て

お
り
、耐
震
性
も
問
題
は
な
い
。

【
教
育
部
長
】

Ｑ
乙
姫
地
区
は
ゴ
ル
フ
場
を

中
心
に
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
が
あ
り
、大
雨
の
際
に
は

尻
無
川
が
氾
濫
し
、た
め
池
が
溢

れ
る
な
ど
住
民
は
不
安
だ
。乙
姫

川
の
国
道
57
号
付
近
は
、こ
と
し

の
大
雨
の
際
に
護
岸
が
１
０
０
㍍

ほ
ど
崩
れ
、現
在
暫
定
で
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

関
し
て
は
、平
成
28
年
の

熊
本
地
震
を
受
け
、阿
蘇
市
内
で

63
ヵ
所
見
直
し
、エ
リ
ア
が
拡
大

し
た
の
が
53
ヵ
所
、小
さ
く
な
っ

た
の
が
10
ヵ
所
で
あ
る
。災
害
復

旧
の
工
事
等
が
進
み
、再
度
工
事

の
経
過
を
反
映
し
全
２
３
７
ヵ
所

を
４
年
か
け
て
見
直
し
作
業
を
予

定
し
て
お
り
、見
直
し
が
で
き
た

と
こ
ろ
か
ら
地
元
の
方
に
随
時
説

明
す
る
計
画
だ
。今
年
度
は
こ
れ

ま
で
に
、地
域
振
興
局
が
説
明
し

た
所
は
赤
瀬
地
区
１
ヵ
所
の
み
。

河
川
管
理
者
は
、国
道
57
号
を
境

市
政
報
告
会 

質
疑
応
答

令
和
元
年
度
問 

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎ 

２
２・３
１
１
１

　
10
月
１
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

市
制
施
行
以
来
14
回
目
の「
市
政

報
告
会
」を
開
き
、市
内
11
会
場
で

６
３
９
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、平
成
28
年
熊
本
地

震
か
ら
の
復
旧
復
興
の
進
捗
状
況

を
は
じ
め
、市
の
財
政
状
況
や
行

政
、教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
、医

療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
等
に
つ
い
て

報
告
し
た
後
、意
見
交
換
の
時
間

で
は
、会
場
か
ら
活
発
な
意
見
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
お
け
る
質
疑
応
答
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

乙
姫
地
区

応急復旧された乙姫川

佐藤市長

阿南教育長

和田副市長

阿蘇医療センター 井野事務部長
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と
し
乙
姫
川
上
流
は
阿
蘇
市
、下

流
は
県
の
管
理
に
な
る
。【
県
振
興

局
土
木
部
】

Ａ
乙
姫
川
の
災
害
箇
所
は

現
在
設
計
中
で
、発
注
準

備
が
で
き
た
ら
早
く
て
11
月
中
に

着
手
し
左
岸
を
ブ
ロ
ッ
ク
積
に
改

修
す
る
予
定
だ
。【
土
木
部
長
】

Ｑ
実
質
公
債
費
比
率
の
７・

５
％
と
は
財
政
が
健
全

で
あ
る
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
平
た
く
言
え
ば
、収
入
に

対
す
る
借
金
返
済
額
の
比

率
と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。交
付

税
、市
税
等
収
入
が
93
億
円
あ
り
、

こ
の
内
７・
５
％
を
借
金
の
返
済

に
充
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。客
観
的
に
見
て
健
全
な
状
態

と
い
う
こ
と
に
な
る
。【
副
市
長
】

Ｑ
介
護
分
野
の
人
手
不
足

に
対
す
る
市
の
方
策
は
。

Ａ
人
手
不
足
は
深
刻
さ
が

増
し
て
い
る
。介
護
士
不

足
に
よ
り
要
介
護
者
の
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
施
設
も
あ
る
。熊
本

県
と
協
力
し
て
、阿
蘇
地
域
に
お

け
る
介
護
施
設
の
応
援
職
員
と
し

て
募
集
し
、取
り
組
ん
で
い
る
。こ

と
し
か
ら
熊
本
県
と
阿
蘇
市
が
協

賛
し
、介
護
に
関
す
る
入
門
的
研

修
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。研
修

を
受
け
て
も
ら
い
、希
望
す
る
施

設
に
配
属
さ
せ
る
、つ
な
ぎ
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。待
遇
改
善
が

重
要
で
あ
る
。【
市
民
部
長
】

Ｑ
介
護
保
険
料
の
現
状
と

今
後
の
動
向
は
。

Ａ
阿
蘇
市
の
基
準
額

５
７
０
０
円
／
月
は
、県

内
で
も
５
番
目
に
安
い
。基
金
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、急
激
な

引
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。【
市
民
部
長
】

Ｑ
旧
尾
ケ
石
東
部
小
学
校

の
跡
地
利
用
を
心
配
し

て
い
る
。閉
校
に
な
っ
て
８
ヵ
月

に
な
る
が
、雑
草
も
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、校
舎
の
解
体
と
い
う
話

も
聞
く
が
、で
き
れ
ば
何
か
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
草
刈
は
、１
回
刈
っ
た
程

度
で
は
確
か
に
追
い
つ

か
な
い
の
で
、委
託
な
ど
で
対
応

し
、区
長
さ
ん
と
も
調
整
し
て
管

理
に
努
め
た
い
。校
舎
の
解
体
に

関
し
て
は
、阿
蘇
市
管
内
統
合
し

た
関
係
で
閉
校
し
た
小
学
校
が
各

地
区
に
か
な
り
あ
る
。教
育
財
産

も
含
め
た
阿
蘇
市
全
体
の
遊
休
施

設
に
対
し
て
、「
公
有
地
活
用
庁
内

検
討
会
議
」を
立
ち
上
げ
て
跡
地

利
用
な
ど
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。尾
ケ
石
東
部
小
学
校
は
、浸
水

区
域
の
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
関

係
上
、明
確
な
利
用
検
討
を
す
る

う
え
で
、か
さ
上
げ
等
が
必
要
に

な
り
、解
体
も
費
用
が
相
当
か
か

る
。跡
地
利
用
を
検
討
す
る
う
え

で
、抱
え
て
い
る
課
題
も
考
慮
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。利
活
用
が
明
確
に
決
ま
れ
ば
、

地
域
の
人
へ
の
説
明
も
必
要
に
な

り
、場
合
に
よ
っ
て
は
か
さ
上
げ

等
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、そ
の
時
は
報
告
し
た
い
。具

体
的
に
は
、決
ま
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。【
教
育
部
長
】

Ｑ
黒
川
河
川
上
流
の
改
修

工
事
が
進
ん
だ
影
響
で
、

狩
尾
３
区
内
の
水
田
の
浸
水
面
積

が
広
く
な
り
、ゴ
ミ
が
入
り
稲
が

刈
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。コ
ン
バ

イ
ン
に
木
く
ず
な
ど
が
入
っ
て

困
っ
て
い
る
。上
流
の
遊
水
地
が

機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。通
常
、河
川
改
修
は
下
流
側
か

ら
整
備
す
る
も
の
だ
。

Ａ
一
般
的
に
河
川
改
修
は

下
流
側
か
ら
進
め
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、黒
川

に
つ
い
て
は
河
川
法
が
定
め
る
河

川
整
備
計
画
に
遊
水
地
が
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
整
備
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。河
川
改
修

に
つ
い
て
は
設
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。現
在
、白
川・
黒
川
に
つ

い
て
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
を

県
と
国
で
行
っ
て
お
り
、そ
の
中

で
黒
川
の
下
流
部
分
に
つ
い
て
の

河
川
改
修
を
追
加
し
て
い
る
。今

後
30
年
間
の
中
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。河
川

改
修
の
ご
要
望
に
関
し
て
は
、こ

れ
ま
で
も
黒
川
の
川
づ
く
り
協
議

会
の
場
で
地
元
の
ご
意
見
等
を
い

た
だ
い
て
い
て
、そ
の
部
分
が
整

備
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。な
お
、具
体
的

に
は
、河
川
改
修
の
計
画
に
つ
い

て
は
今
か
ら
測
量
等
の
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
計
画
を
立
て
て

い
く
。そ
の
計
画
を
立
て
る
際
に

は
、地
元
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
を

し
た
う
え
で
、事
業
を
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
調

査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
県
振
興
局
土
木
部
】

Ｑ
私
た
ち
も
河
川
敷
や
法
面

の
草
刈
り
は
区
を
あ
げ
て

少
し
ず
つ
実
施
し
て
い
る
が
、竹

の
生
い
茂
り
や
土
砂
の
堆
積
な
ど

で
立
ち
入
れ
な
い
場
所
が
多
く
あ

る
。こ
う
し
た
堆
積
物
を
今
す
ぐ

に
で
も
除
去
し
て
ほ
し
い
。河
川

改
修
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、そ
の
前

に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
河
川
の
掘
削
に
つ
い
て

は
、県
が
管
理
し
て
い
る

令和元年度 市政報告会 質疑応答

狩
尾
地
区

黒
川・役
犬
原
地
区

現在の旧尾ヶ石東部小学校



か
減
少
し
な
い
。特
に
、住
宅
の

近
く
で
は
猟
銃
が
使
用
で
き
な

い
の
で
、罠
に
よ
る
駆
除
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。農
地
の
被

害
対
策
に
は
、防
護
柵
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。捕
獲
隊
の
お
願
い

も
猟
友
会
に
で
き
る
の
で
、具
体

的
な
相
談
は
農
政
課
に
お
願
い

し
た
い
。【
経
済
部
長
】

Ｑ
来
年
度
は
国
道
57
号
の

現
道
や
北
側
復
旧
ル
ー

ト
の
開
通
で
道
路
状
況
が
良
く
な

る
が
、沿
線
の
樹
木
を
伐
採
し
て

道
路
か
ら
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良

く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
県
の

管
理
で
あ
る
が
、冬
季
の

は
国
と
一
緒
に
管
理
を
行
っ
て

い
る
。民
地
か
ら
伸
び
て
い
る
木

に
つ
い
て
は
、持
ち
主
に
伐
採
等

を
お
願
い
し
て
い
る
。た
だ
し
、

道
路
に
か
か
り
通
行
に
支
障
が

出
る
場
合
は
道
路
管
理
者
で
切

る
こ
と
も
あ
る
。【
県
振
興
局
土

木
部
】Ａ

別
の
場
所
で
は
あ
る
が

景
観
面
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｏ
環

境
共
生
基
金
を
使
っ
て
伐
採
し
た

例
も
あ
る
。調
査
し
た
う
え
で
後
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と
こ
ろ
は
県
が
、市
が
管
理
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
市
が
行
っ
て
い

る
。熊
本
地
震
以
降
、土
砂
の
堆
積

が
多
く
ご
要
望
を
沢
山
い
た
だ
い

て
お
り
、県
が
管
理
し
て
い
る
黒

川
や
乙
姫
川
な
ど
の
県
管
理
河
川

で
４
万
５
千
立
方
㍍
ほ
ど
掘
削
し

て
い
る
。今
年
度
も
、黒
川
や
乙
姫

川
で
掘
削
し
て
お
り
、今
後
も
西

岳
川・
東
岳
川
等
で
も
掘
削
す
る

予
定
。た
だ
、掘
削
を
し
て
い
る
が

上
流
側
か
ら
の
土
砂
の
供
給
量
も

非
常
に
多
く
、ご
要
望
を
沢
山
い

た
だ
い
て
い
る
中
で
、順
次
手
を

付
け
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
。地

元
の
方
に
は
ご
心
配
、ご
迷
惑
を

か
け
て
い
る
が
、で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
な
る
べ
く
早
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
取
り
組
む
。河
川
の
合
流
点
は
、

よ
く
堆
積
を
す
る
の
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
早
め
の
対
応
を
し
た

い
。今
後
の
掘
削
は
、10
月
発
注
を

予
定
し
て
お
り
契
約
が
済
ん
だ

ら
、速
や
か
に
掘
削
を
行
い
た
い
。

【
県
振
興
局
土
木
部
】

Ｑ
熊
本
地
震
の
影
響
か
ら

赤
水
西
団
地
を
３
棟
取

り
壊
し
て
更
地
に
な
っ
て
い
る

が
、建
て
替
え
は
あ
る
の
か
。

Ａ
現
在
、設
計
段
階
で
あ

り
、更
地
と
な
っ
た
と
こ

ろ
に
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。【
土

木
部
長
】

Ｑ
本
日
大
き
な
イ
ノ
シ
シ

と
遭
遇
し
た
。近
所
で
も

罠
を
し
か
け
て
駆
除
を
し
て
い
る

が
な
か
な
か
効
果
が
上
が
ら
な

い
。市
の
獣
害
対
策
は
。

Ａ
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
等
の

有
害
鳥
獣
駆
除
を
猟
友

会
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、駆
除

し
て
も
追
い
付
か
な
い
現
状
で

あ
る
。年
に
３
～
４
回
ほ
ど
一
斉

捕
獲
も
行
っ
て
い
る
が
、な
か
な

日
連
絡
す
る
。【
土
木
部
長
】

Ｑ
阿
蘇
山
の
降
灰
に
よ
る

市
全
体
の
被
害
状
況
は
。

Ａ
本
年
の
４
月
14
日
以
降
、

阿
蘇
中
岳
第
１
火
口
は

断
続
的
な
噴
火
を
繰
り
返
し
て
お

り
、降
灰
に
よ
る
影
響
は
聞
い
て

い
る
が
具
体
的
な
被
害
額
は
現
在

の
と
こ
ろ
上
が
っ
て
き
て
い
な

い
。総
務
課
で
、火
山
灰
除
去
の

道
具
等（
簡
易
の
手
押
し
ス
イ
ー

パ
ー
）、側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を

外
す
た
め
の
道
具
、ス
コ
ッ
プ
等

も
用
意
し
て
い
る
た
め
是
非
地
域

で
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

Ｑ
県
道
河
陰
阿
蘇
線
の
跡

ケ
瀬
区
入
り
口
付
近（
大

正
橋
か
ら
内
牧
方
面
に
向
か
っ
て

狭
く
な
っ
た
と
こ
ろ
）が
た
い
へ

ん
危
険
だ
。見
通
し
が
悪
く
、震
災

後
は
交
通
量
が
増
え
、工
事
用
車

両
も
多
く
通
る
。道
路
上
に
張
り

出
し
た
枝
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い

の
か
。Ａ

横
か
ら
出
て
い
る
木
は
、

基
本
的
に
民
地
に
な
る

と
思
う
が
、持
ち
主
に
切
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

通
行
の
支
障
に
な
る
場
合
は
、持

ち
主
に
了
解
を
も
ら
っ
て
木
を

切
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
た
め
、

現
地
で
立
ち
会
い
、で
き
る
範

囲
で
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、ダ

ン
プ
等
の
通
行
に
危
険
な
箇
所

を
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
っ
た

う
え
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

【
県
振
興
局
土
木
部
】

Ｑ
熊
本
地
震
の
際
に
阿
蘇

西
小
体
育
館
が
避
難
所

と
な
っ
た
が
、４
日
間
停
電
し
た

ま
ま
だ
っ
た
。そ
こ
で
、発
電
機
や

非
常
灯
な
ど
停
電
時
の
設
備
を
消

防
団
と
行
政
区
が
管
理
で
き
る
と

こ
ろ
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

永
水・跡
ヶ
瀬・的
石
地
区

令和元年度 市政報告会 質疑応答

更地状態の赤水西団地

見通しの悪い跡ヶ瀬地区の交差点
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Ａ
夜
間
に
停
電
に
な
る
と

真
っ
暗
に
な
り
、私
た
ち

の
生
活
は
電
気
が
な
い
と
何
も
で

き
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。今
、改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
の
で
、市
の
消
防
関
係
施
設

を
充
実
す
る
た
め
に
財
源
等
を
見

つ
け
な
が
ら
な
る
べ
く
早
め
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。市
役
所
に
も

数
台
発
電
機
が
あ
る
の
で
、非
常

時
の
際
に
は
必
要
な
と
こ
ろ
に
速

や
か
に
持
っ
て
い
く
体
制
を
と
っ

て
い
る
。【
総
務
部
長
】

Ｑ
昨
年
、阿
蘇
医
療
セ
ン

タ
ー
で
検
診
を
受
け
癌

が
発
覚
し
た
が
、手
術
と
５
回
ほ

ど
の
通
院
で
現
在
ま
で
何
の
異
常

も
な
い
。改
め
て
検
診
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
る
。

Ａ
要
検
査
、要
治
療
と
診
断

さ
れ
た
方
々
が
、病
院
に

行
か
ず
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。検
診
で
異
常
が
あ
れ
ば
早

め
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
、治
療

す
る
よ
う
心
が
け
を
お
願
い
し
た

い
。【
市
民
部
長
】

Ｑ
こ
と
し
の
夏
に
農
業
経

営
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
た
が
回
収
率
32
％
は

低
い
。将
来
の
波
野
の
畑
作
を
考

え
た
う
え
で
、も
っ
と
真
剣
に
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
。波
野
を
４
地
区(

東
部
、中

部
、北
部
、西
部)

に
分
け
て
、地

区
の
人
達
と
ひ
ざ
を
交
え
た
意
見

交
換
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

７
月
末
現
在
で
回
答
99

名
、回
収
率
32
％
で
低
い

数
字
だ
と
思
う
。今
後
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。意
見

交
換
会
は
、検
討
さ
せ
て
い
た
だ

く
。【
経
済
部
長
】

Ｑ
宮
原
川
関
連
の
復
旧
工

事
が
長
引
き
、湯
浦
方
面

か
ら
通
学
し
て
い
る
児
童
は
、未

だ
に
迂
回
路
を
通
っ
て
い
る
。併

せ
て
、砂
防
工
事
に
よ
る
ダ
ン
プ

カ
ー
の
往
来
も
多
く
、我
々
農
家

も
機
械
の
運
転
等
に
気
を
使
っ
て

い
る
状
況
だ
。事
故
が
発
生
す
る

前
に
、速
や
か
に
工
事
を
完
了
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

Ａ
小
里
新
橋
は
12
月
完
成

を
目
標
に
進
め
て
き
た

が
、現
在
の
と
こ
ろ
２
月
ま
で
か

か
る
見
込
み
。熊
本
地
震
の
影
響

も
あ
り
、人
手
不
足
や
資
材・機
械

高
騰
等
に
よ
り
予
算
不
足
と
工
期

に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。早
期
に

完
成
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
、砂

防
工
事
を
含
め
工
事
車
両
に
は
安

全
に
通
行
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

Ａ
小
里
新
橋
の
車
両
通
行

止
め
は
12
月
14
日
ま
で
。

令
和
２
年
２
月
ま
で
片
側
通
行

の
予
定
で
、年
度
内
に
は
完
成
予

定
。現
在
の
進
捗
率
は
60
％
。【
土

木
部
長
】

Ｑ
熊
本
市
か
ら
譲
り
受
け

た
南
宮
原
キ
ャ
ン
プ
場

は
、テ
ン
ト
も
張
っ
た
ま
ま
で
盗

難
の
恐
れ
も
あ
り
、機
械
も
倉
庫

や
ハ
ウ
ス
に
入
れ
た
状
態
が
続
い

て
い
る
た
め
、動
か
な
く
な
る
の

で
は
と
心
配
し
て
い
る
。利
活
用

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
教
育
課
で
管
理
し
て
い

る
キ
ャ
ン
プ
場
で
、「
公

有
地
庁
内
検
討
委
員
会
」で
協
議

し
て
お
り
、活
用
策
が
決
ま
っ
た

ら
地
元
に
も
相
談
し
た
い
。テ
ン

ト・機
械・建
物
内
な
ど
の
現
状
を

調
査
し
た
い
。【
教
育
部
長
】

Ｑ
ス
ー
パ
ー
み
や
は
ら
前

信
号
か
ら
浜
川
付
近
ま

で
避
難
道
路
が
で
き
る
計
画
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
平
成
28
年
の
地
震
の
影

響
で
地
盤
が
軟
弱
に

な
っ
て
い
る
た
め
、道
路
の
計
画

は
現
在
の
と
こ
ろ
休
止
中
で
あ

る
。【
土
木
部
長
】

Ｑ
県
道
の
バ
イ
パ
ス
工
事

に
は
た
い
へ
ん
感
謝
し

て
い
る
。関
連
し
て
、古
城
郵
便

局
付
近
の
交
差
点
は
、三
野
方
面

か
ら
県
道
11
号
線
を
宮
地
方
面

に
左
折
す
る
際
に
曲
が
り
に
く

く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て

し
ま
い
そ
う
に
な
る
。ま
た
、別

府
方
面
か
ら
降
り
て
く
る
車
は

見
通
し
が
悪
い
上
に
下
り
坂
な

の
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
危
な
い
。

手
前
に
注
意
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
策
を
願
う
。

Ａ
別
府
方
面
か
ら
の
通
行

車
両
が
速
い
ス
ピ
ー
ド

令和元年度 市政報告会 質疑応答
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で
下
り
て
く
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。ま
た
、対
象
の
交
差
点

も
曲
が
り
に
く
く
見
通
し
も
悪

い
の
で
良
い
形
と
は
言
え
な
い
。

現
場
を
再
調
査
し
、別
府
方
面
か

ら
の
車
に
減
速
を
促
す
こ
と
や
、

交
差
点
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
よ
う
な
路
面
標
示
な
ど
、何
か

い
い
対
策
が
あ
る
か
検
討
し
た

い
。【
県
振
興
局
土
木
部
】

Ｑ
県
道
内
牧
坂
梨
線
の
古

城
１
区
か
ら
阿
蘇
品
ま

で
に
つ
い
て
、改
良
の
進
捗
状
況

を
伺
い
た
い
。

Ａ
全
体
の
１・
９
㌔
の
う

ち
、１・
２
㌔
は
来
年
度

開
通
予
定
。な
お
、残
り
の
０・
７

㌔
は
今
年
度
境
界
立
会
を
行
っ

て
お
り
、今
後
、用
地
交
渉
を
予

定
し
て
い
る
が
、用
地
買
収
が
完

了
し
て
い
な
い
の
で
、完
成
予
定

の
具
体
的
な
時
期
は
お
示
し
で

き
な
い
。と
は
い
え
な
る
べ
く
早

期
の
整
備
に
努
め
た
い
。【
県
振

興
局
土
木
部
】

Ｑ
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の

診
療
科
が
増
え
て
き
て

い
る
の
は
う
れ
し
い
が
、整
形
外

科
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
、他
の
病
院
へ
の
転
院
や
十
分

な
診
察
が
受
け
ら
れ
な
い
と
の
声

も
あ
る
。整
形
外
科
が
受
診
し
や

す
く
な
る
こ
と
を
望
む
。

Ａ
整
形
外
科
の
常
勤
医
師

確
保
に
つ
い
て
は
、開
院

時
か
ら
住
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を

受
け
て
い
る
。現
状
は
火
曜
と
木

曜
に
非
常
勤
医
師
で
診
療
を
行
っ

て
い
る
。受
診
さ
れ
た
方
の
評
判

も
良
く
、お
知
り
合
い
の
方
へ
阿

蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す
る
よ

う
勧
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

予
約
枠
が
い
っ
ぱ
い
で
せ
っ
か
く

診
察
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
十

分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。な
お
、来
年
４
月
か
ら
熊

本
県
の
事
業
で
熊
本
大
学
病
院
か

ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、阿
蘇
市
は
整
形
外

科
の
医
師
派
遣
を
上
位
に
申
し
入

れ
て
い
る
。確
約
は
で
き
な
い
が
、

要
望
が
叶
え
ば
常
勤
の
整
形
外
科

医
師
が
確
保
で
き
、診
療
も
充
実

す
る
。今
後
も
引
き
続
き
常
勤
医

師
の
確
保
に
努
め
た
い
。【
医
療
セ

ン
タ
ー
事
務
部
長
】

Ｑ
昨
年
、県
道
11
号
線
工
事

の
影
響
か
ら
通
学
路
が

農
道
へ
と
変
更
に
な
っ
た
。保
護

者
ら
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、凹
凸

の
あ
る
暗
い
砂
利
道
で
水
路
も

あ
り
安
全
と
は
言
い
難
い
状
況

で
あ
っ
た
た
め
、平
坦
に
均
し
照

明
を
設
置
し
て
も
ら
っ
た
経
緯

が
あ
る
。今
後
も
当
農
道
を
通
学

路
と
す
る
予
定
が
あ
れ
ば
、子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
登
校
で
き
る

よ
う
適
切
な
配
慮
を
願
う
。

Ａ
通
学
路
の
決
定
は
学
校

で
あ
る
の
で
、小
中
学
校

と
阿
蘇
市
と
連
携
し
て
話
し
合
っ

て
大
事
な
児
童
生
徒
の
た
め
、抜

か
り
な
く
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。工
事
に
つ
い
て
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
が
、ご
存
知

の
と
お
り
、今
回
の
整
備
は
平
成

24
年
の
水
害
時
に
被
災
し
た
道
路

で
、今
後
近
隣
が
氾
濫
し
た
場
合

の
堤
防
の
役
割
も
兼
ね
る
よ
う
、

嵩
上
げ
を
含
ん
だ
道
路
工
事
と

な
っ
て
い
る
。工
事
は
今
し
ば
ら

く
か
か
る
の
で
ご
理
解
願
う
。【
県

振
興
局
土
木
部
】

Ａ
復
旧
工
事
に
伴
い
、阿
蘇

市
全
体
的
に
通
学
路
の

変
更
が
生
じ
て
い
る
。そ
の
際
は

学
校
と
保
護
者
と
し
っ
か
り
話
し

合
っ
て
、子
ど
も
た
ち
と
実
際
歩

い
た
う
え
で
通
学
路
を
決
め
て
い

る
。今
回
の
ご
意
見
も
学
校
側
に

伝
え
、安
全
確
保
を
図
っ
て
い
き

た
い
。【
教
育
長
】

Ｑ
長
目
塚
古
墳
の
学
習
会

が
一
の
宮
小
学
校
の
５・

６
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
、参
加
し
た
児
童
の

感
想
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、中
通
古
墳
群
は
阿
蘇
の
宝

と
思
う
の
で
、し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
誘
客
に
結
び
つ
け
て
欲
し
い
。

Ａ
小
学
生
の
話
を
聞
く
と
、

「
地
元
に
こ
ん
な
す
ご
い

宝
物
が
あ
る
こ
と
、貴
重
な
文
化

財
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
た
い
へ
ん

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

【
教
育
長
】

Ｑ
宮
地
方
面
か
ら
小
嵐
山

に
向
け
て
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、観
光
客
が
増
え

る
と
バ
ス
も
増
え
る
と
思
う
。そ

こ
を
踏
ま
え
て
道
路
拡
幅
を
お
願

い
し
た
い
。

Ａ
池
田
赤
溝
線
の
こ
と
か

と
思
う
が
、部
分
的
に
関

係
者
と
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
。こ
と
し
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
状
況
だ
が
調
整
が
済

め
ば
前
後
の
道
路
と
同
様
に
し
た

い
。【
土
木
部
長
】

Ａ
以
前
、市
政
報
告
会
の
中

で
、「
８
㍍
道
路
か
ら
小

嵐
山
に
向
か
っ
て
細
い
道
が
あ

る
が
、古
墳
付
近
を
一
方
通
行
に

し
た
ら
安
全
に
な
る
の
で
な
い

か
」と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。こ

れ
か
ら
の
道
路
整
備
は
こ
う
し

た
意
見
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。【
市
長
】

Ｑ
中
東
部
河
川
の
南
側
か

ら
下
原
地
区
ま
で
、梅
雨

時
期
に
は
た
び
た
び
浸
水
し
て

い
た
が
、熊
本
県
の
理
解
と
協
力

を
得
て
河
川
工
事
が
よ
う
や
く

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。関
連
し

て
そ
の
上
流
の
浜
川
が
土
砂
で

埋
ま
っ
て
お
り
、法
面
に
木
が
生

え
て
流
れ
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
の
で
、早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

Ａ
豪
雨
災
害
、震
災
以
降
、

対
応
が
遅
く
な
っ
て
お

令和元年度 市政報告会 質疑応答
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り
申
し
訳
な
い
。ご
意
見
の
場
所

は
現
地
を
確
認
し
た
う
え
で
対
応

を
考
え
た
い
。【
土
木
部
長
】

Ｑ
熊
本
市
内
ま
で
１
時
間

半
か
け
て
通
勤
し
て
い

る
。国
道
57
号
の
復
旧
と
二
重
峠

ト
ン
ネ
ル
は
２
０
２
０
年
度
中
に

開
通
と
の
説
明
だ
が
、具
体
的
な

開
通
時
期
の
情
報
は
な
い
の
か
。

Ａ
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、年
明
け
か
ら
ト

ン
ネ
ル
内
の
舗
装
工
事
に
着
手
す

る
と
の
情
報
は
得
て
い
る
が
、開

通
の
具
体
的
な
時
期
な
ど
は
明
言

さ
れ
て
い
な
い
。何
ら
か
の
情
報

を
得
た
ら
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
提

供
し
て
い
き
た
い
。【
土
木
部
長
】

Ｑ
消
火
栓
の
格
納
庫
に
ホ
ー

ス
が
な
い
た
め
、ホ
ー
ス

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
消
火
栓
の
ホ
ー
ス
の
購

入
等
を
含
め
管
理
は
各

行
政
区
に
て
対
応
し
て
い
た
だ
く

よ
う
阿
蘇
市
内
全
体
で
統
一
し
て

い
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。ま

た
、地
元
の
消
防
団
に
は
余
裕
を

持
っ
て
消
防
ホ
ー
ス
を
配
備
し
て

い
る
た
め
、火
災
時
の
対
応
な
ど

相
談
し
て
ほ
し
い
。【
総
務
部
長
】

Ｑ
関
東
、東
北
地
方
を
襲
っ

た
台
風
や
豪
雨
災
害
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。平
成
24

年
の
豪
雨
災
害
で
は
宮
地
地
区
で

も
排
水
能
力
が
乏
し
く
、浸
水
や

土
砂
が
流
れ
込
む
な
ど
し
て
国
道

57
号
が
不
通
に
な
る
な
ど
の
被
害

も
発
生
し
た
。私
自
身
自
宅
周
辺

が
浸
水
し
、近
く
の
避
難
所
へ
も

行
け
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。地
元

（
宮
地
地
区
）の
災
害
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。上
流
域
に
施

設
園
芸
や
畜
舎
が
増
え
、雨
水
が

浸
透
し
難
く
な
っ
て
い
る
影
響
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。今
後
の
大

雨
を
想
定
し
た
地
元
対
策
を
し
っ

か
り
や
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
宮
地
地
区
を
流
れ
る
東

岳
川
に
つ
い
て
は
、流
れ

が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
国
道
57

号
よ
り
上
流
域
の
竹
等
の
伐
採

を
行
っ
て
い
る
。今
後
、古
神
橋

付
近
の
河
川
を
掘
削
し
、水
の
流

れ
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
す
る

予
定
。仙
酔
峡
道
路
も
復
旧
し
開

通
し
た
の
で
、仙
酔
峡
周
辺
の
治

山
工
事
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。災

害
対
策
は
、将
来
を
見
越
し
た
先

手
の
対
応
が
望
ま
し
い
が
、国・県

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

平
成
24
年
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
が

起
き
な
い
よ
う
対
策
が
必
要
で

り
、地
元
の
市
職
員
や
住
民
の
皆

さ
ま
と
も
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。【
土
木

部
長
】

令和元年度 市政報告会 質疑応答

坂
梨
地
区

宮
地
地
区

河川改修が終了した中東部川

【
臭
い
問
題
】

　
宮
地
・
坂
梨
地
区
の
臭
い
は
、

町
村
合
併
前
の
20
数
年
前
か
ら

問
題
化
し
て
お
り
、
当
時
、
保

健
所
等
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た

が
、
原
因
の
特
定
は
で
き
ず
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
大
規
模
畜
舎
建
設
に

伴
い
臭
い
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も

以
前
か
ら
の
臭
い
を
解
決
し
な

け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
に
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お

り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

①�

宮
地
・
坂
梨
地
区
の
各
地
に

臭
気
モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
し
、

臭
い
の
す
る
日
・
時
間
帯
・

天
気
・
風
向
き
な
ど
を
調
査

し
て
い
る
。

②�

宮
地
・
坂
梨
地
区
の
畜
産
事

業
者
を
個
別
に
訪
問
し
、
現

状
説
明
と
改
善
に
向
け
た
協

一
の
宮
地
区
の
４
会
場
で
は
、
和
田
副
市
長
が
「
臭
い
問
題
」
と
「
牛

舎
問
題
」
の
市
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
、
説
明
・
報
告
し
ま
し
た
。

力
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、

親
会
社
が
あ
る
企
業
な
ど
は

関
東
ま
で
市
長
が
直
接
出
向

い
て
要
請
し
て
い
る
。

③�

専
門
業
者
に
よ
る
正
確
な
臭

気
を
測
定
す
る
。

④�

畜
産
事
業
者
と
行
政
ら
で
連

絡
協
議
会
を
組
織
し
、
一
体

と
な
っ
て
臭
い
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
牛
舎
問
題
】

　
市
に
対
す
る
訴
訟
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
お
互
い
の
争
点
を

整
理
し
明
確
に
す
る
「
弁
論
準

備
手
続
き
」
が
、
こ
れ
ま
で
９

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

内
容
に
関
し
て
は
係
争
中
の
た

め
お
伝
え
で
き
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
も
本
市
の
正
当
性
を
し
っ

か
り
主
張
し
て
い
き
た
い
。

宮
地
・
坂
梨
地
区
の
異
臭
・
畜
舎
問
題
の
説
明
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市職員の給与などを公表します

職員の任免及び職員数に関する状況

１．職員の採用 ･退職の状況 (H30.4.1 ～ H31.3.31)
区分 採用 退職

一般行政職 7 人 12 人

医療職 14 人 11 人

技能労務職 0 人 4 人

２．部門別職員数の状況 (H31.4.1 現在 )

区　　分 職員数 対前年
増減数平成 30 年度 平成 31 年度

一
般
行
政

議　会 3 人 3 人 0 人

総　務 67 人 67 人 0 人

税　務 17 人 16 人 △ 1 人

民　生 67 人 66 人 △ 1 人

衛　生 19 人 17 人 △ 2 人

農林水産 28 人 28 人 0 人

商　工 17 人 18 人 1 人

土　木 22 人 22 人 0 人

小　計 240 人 237 人 △ 3 人

教　　育 34 人 30 人 △ 4 人

普通会計　計 274 人 267 人 △ 7 人

公
営
企
業
等

水道 11 人 11 人 0 人

下水道 5 人 5 人 0 人

病院 149 人 150 人 1 人

その他 17 人 18 人 1 人

小計 182 人 184 人 2 人

総計 456人 451人 △ 5 人

職員の給与の状況

２．職種別給料月額の状況 (H31.4.1 現在 )
職種 月額 平均年齢

一般行政職 325,300 円 43.0 歳

技能労務職 342,400 円 52.8 歳

１．一般行政職の級別職員数の状況 (H31.4.1 現在 )
区分 職務分類 職員数 構成比
１級 主　　事 16 人 7.9%

２級 主　　事 11 人 5.4%

３級
係　　長
参　　事
主　　任

91 人 44.6%

４級
課長補佐
係　　長
参　　事

58 人 28.4%

５級 課　　長
課長補佐 12 人 5.9%

６級 課　　長
審 議 員 10 人 4.9%

７級 部　　長 6 人 2.9%

計 204 人 100%

※阿蘇市給与条例に基づく給料表の区分による職員数。
※職務分類はそれぞれの級に該当する代表的な職名。
※職員数は「給与実態調査」に基づくものです。

３．初任給基準 (H31.4.1 現在 )
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中学卒
180,700 円 148,600 円 146,000 円 138,000 円

医療職 ( 医師 ) 医療職 ( 薬剤師等 )
博士課程終了 大学６卒 大学卒 短大 3 卒

332,400 円 247,900 円 186,900 円 175,700 円

医療職 ( 看護師等 )
短大３卒 短大２卒 准看護師養成所卒
198,800 円 190,500 円 163,000 円

5．主な職員手当の状況 (H31.4.1 現在 )
内容

扶
養
手
当

【配偶者】月額 6,500 円
【配偶者以外の扶養親族】
1 人につき 子 : 月額 10,000 円　父母等 : 月額 6,500 円
※  16 歳～ 22 歳の子の場合には、5,000 円加算。

住
居
手
当

【借家 ･借間居住者】月額 12,000 円を超える家賃
を負担している職員に対し、家賃の額に応じ、月
額 27,000 円を上限として支給

通
勤
手
当

【交通機関等利用者】
運賃の額に応じ月額 55,000 円を上限として支給
【自家用車等利用者】
通勤距離に応じ、月額 31,600 円を上限として支給

【管理職手当】　課長補佐以上の管理職に対して支給
（部長）45,000 円

（課長・支所長・院長・事務局長）35,000 円

（審議員）30,000 円

（課長補佐・次長・室長・所長・園長・事務長・館長・
副院長・総看護師長）25,000 円

（技師長・薬局長・看護師長）15,000 円

※各部門は、「定員管理調査」に基づく区分・職員数です。

※職種は「地方公務員給与実態調査」に基づくものです。

４．期末・勤勉手当 (H31.4.1 現在 )
6 月期 12 月期 計

期末手当 1.300 月分 1.300 月分 2.60 月分

勤勉手当 0.925 月分 0.925 月分 1.85 月分

※職務の級などによる加算措置があります。

人事管理・退職管理の取り組み

職員の業務に対する意識や行動の変革を促し、行政サー
ビスの向上を図ることを目的に、平成 28 年度から『阿蘇
市人事評価規程』に基づく人事評価に取り組んでいます。
また、『阿蘇市職員の退職管理に関する条例』に基づき、
営利企業等に再就職した元職員が、一定期間、現職職員
に働きかけをする行為を禁じるとともに、一定の職員は
再就職した場合に届出ることを義務付けています。



17 広報あそ 2019.12

CITY  INFORMATION

職員の勤務時間 ･ 勤務条件

１．勤務時間･休憩･休息時間の状況(H31.4.1現在 )

1 週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間

38 時間 45 分 8:30 17:15 60 分

休憩時間：12:00 ～ 13:00
※勤務場所により、上記と異なる勤務形態の場合あり。

２．一般職の年次有給休暇取得状況 (H30.1.1 ～ H30.12.31)
対象職員数 総付与日数 総取得日数 平均取得日数 取得率

211 人 8,295 日 2,514 日 11.9 日 30.3％

対象職員数：H30.1.1 ～ H30.12.31 の全期間を在職し
た一般職。

３．休暇制度
区分 内容

有
給
休
暇

年次休暇 １年につき 20 日間付与 ( 前年に未使用
日数がある場合は、最大 20 日を翌年繰越 )

病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場
合、必要最小限と認められる休暇を付与

特別休暇
( 主なもの )

【結婚休暇】結婚する職員に対し最大 5 日間付与
【産前 ･産後休暇】
出産予定日の 8 週間前の日から出産の
日まで、及び出産の翌日から８週間を
経過するまでの期間付与
【親族の死亡休暇】
親族の続柄及び死亡時の生計関係に応
じ、最大７日間付与
【夏季休暇】
7 ～ 9 月の間において、4 日間付与
【子の看護休暇】中学校始期に達するま
での子を養育する職員が子の看護のた
め勤務しないことが相当と認められる
場合で、１年に５日の範囲内で付与

無
給
休
暇

介護休暇

配偶者 ･ 父母 ･ 子、配偶者の父母などで、
負傷 ･ 疾病または老齢により日常生活
を営むのに支障がある者の介護を行う
場合、6 月を限度として必要な休暇を
付与

組合休暇 組合活動に従事する場合に 1 年に最大
20 日付与

職員の福祉及び利益の保護の状況

１．健康診断の状況（平成30年度）
健康診断の種類 受診者数

人間ドック 137 人

定期健康診断 261 人

２．公務災害補償制度（平成 30年度）
加入団体 災害件数

地方公務員災害補償基金熊本県支部 　1 件

職員の分限及び懲戒処分 ･ 服務の状況

すべての職員は、｢全体の奉仕者｣ として公共の利益の
ために勤務し、職務遂行に当たっては全力で奉仕しなけ
ればなりません。この服務の基本原則を忠実に実行する
ため、職員にはさまざまな義務が課せられています。
特に信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為
の制限や争議行為の禁止規定に違反した場合は懲戒処分
の対象となります。

１．分限処分者数 (平成 30年度 )
処分事由 降任 免職 休職 降級 計

勤務実績が良くない場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

心身の故障の場合（延べ） 0 人 0 人 4 人 0 人 4 人

職に必要な適正を欠く場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を生
じた場合

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

刑事事件に起訴された場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

２．懲戒処分者数(平成30年度)

処分事由 戒
告

減
給

停
職

免
職 計

法令に違反した場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職務上の義務に違反した場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人

職員研修の状況

１．職員研修の状況 (平成 30年度 )
研修名 回数 参加者数

人権同和教育初任者研修 1 7 人

法制執務研修 3 35 人

新規採用職員・新任課長・新任係
長研修 3 11 人

一般職員２部研修（10 年目）、
1 部研修（5 年目） 1 7 人

ＩＴ研修（情報セキュリティなど） 16 131 人

公平委員会に係る業務の状況

１．勤務条件に関する措置の要求状況(平成30年度 )

【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

２．不利益処分に関する不服申立の状況(平成30年度)
【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

問総務課 人事係☎22-3111人 事 行 政 運 営 状 況

※主なものを公表しています。
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 公共施設の営業
●アゼリア 21
▶ 12 月 29 日日～ 1 月 3 日金
 　10:00~21:00
　  温泉のみ営業
　 （受付は 20:20 まで、プール・

トレーニングジムは休み） 
※１月４日土～通常営業
問アゼリア 21　☎ 22-5311
●ファミリーパークあそ☆ビバ
▶ 休園 12 月 29 日日～ 31 日火
▶開園  1 月 1 日水～ 3 日金
　 10:00~15:00
　（荒天により休園の場合あり）
問あそ☆ビバ　☎ 32-5011
※ その他の公共施設について

は、直接お問い合わせくだ
さい。

阿蘇中部斎場
１月１日水の火葬・霊柩業務
は休みです。受付は通常どお
り行います。
問阿蘇中部斎場　☎ 22-0092

  し尿汲み取り・浄化槽   
 汚泥運搬・清掃等
し尿汲み取りは、各事業者で年
末年始の休みが異なりますの
で、直接お問い合わせください。 

 証明書コンビニ交付
マイナンバーカードを利用して
各種証明書を発行するコンビニ
交付は、以下の期間の取り扱い
を休止します。
●休止期間
　12 月 29 日日～ 1 月 3 日金
●発行証明書の種類
▷住民票の写し
▷住民票記載事項証明書
　 マイナンバー、住民票コー

ドは記載されません。
▷印鑑登録証明書
▷所得証明書
▷課税台帳記載事項証明書
▷戸籍証明書（全部・個人事項証明書）
▷戸籍の附票の写し
　 戸籍関係の証明書は平日の

8:30~17:15 のみ取り扱い。
問市民課　☎ 22-3135
問税務課　☎ 22-3148

 
ごみ収集
12 月 28 日土 ~ １月 5 日日ま
でのごみ収集はお休みです。
●年末　 12 月 27 日金まで
　　　　通常どおり
●年始　 １月 6 日月から
　　　　通常どおり
※土、日曜の収集は行いません。
問市民課　☎ 22-3135

 ごみの直接持ち込み
12 月 31 日火～１月３日金ま
では、未来館はお休みです。
年末は、ごみの直接持ち込み
が多くなり、施設内が混雑し
ますので、事故やトラブルな
どには、十分ご注意ください。
また、持ち込みの際にも、ご
みの分別、指定ごみ袋の使用
をお願いします。
●年末稼働
▷ 12 月 27 日金 通常どおり
▷ 12 月 28 日土・29 日日
　 8:30~16:30
▷ 12 月 30 日月 8:30~11:30
●年始稼働
▷ 1 月 4 日土 8:30~11:30
▷ 1 月 6 日月から通常どおり
問大阿蘇環境センター未来館
　☎ 24-5353

年末年始の各種お知らせ

死
亡
届
出
の
際
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

死
亡
届
出
の
際
、ご
家
族
は
次
の
こ
と
を
決
め

て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。代
理
人
が
来
庁
さ

れ
る
場
合
に
は
お
忘
れ
な
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

① 

喪
主
の
人
の
氏
名
、住
所
、電
話
番
号

②
希
望
す
る
火
葬
日
と
時
間

③ 

火
葬
場
か
ら
の
お
迎
え（
有
料
）を
希
望
す
る
・
し
な
い

④
通
夜
の
日
時
と
場
所

⑤
葬
儀
の
日
時
と
場
所

⑥ 

新
聞
お
く
や
み
欄
の
掲
載
を
希
望
す
る
・
し
な
い

（
希
望
す
る
場
合
、通
夜
の
日
時
な
ど
に
つ
い
て
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
お
答
え
し
ま
す
）

⑦ 

世
帯
主
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、新
し
い
世
帯
主

の
氏
名

※
手
続
き
に
は
40
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

※�

来
庁
の
際
に
は
必
ず
死
亡
届
書
、死
亡
診
断
書

（
原
本
）、喪
主
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

死
亡
診
断
書
は
、死
亡
届
受
付
後
の
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
。必
要
な
場
合
は
届
出
前
に
各
自
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。特
別
な
事
由
が
あ
る
場
合

に
限
り
、開
庁
日
に
記
載
事
項
証
明
書（
手
数
料

３
５
０
円
）を
交
付
し
ま
す
。

※�

後
日
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
家
族
は
所
定
の
手

続
き
を
お
忘
れ
な
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。主
な
手

続
き
は
、年
金
、後
期
高
齢
者
医
療
、国
民
健
康
保

険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

[

問
い
合
わ
せ]

　

市
民
課�

戸
籍
係　

☎
２
２
・
３
１
３
５

市役所・各支所・市の関係施設は、
１２月２８日土～１月 5 日日まで休みとなります。
ただし、一部の施設では休みが異なりますので、ご注意ください。

証
明
書
自
動
交
付
機
は
、
９
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
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　�
水道管は凍結防止の対策をしましょう

問水道課 ☎ 22-3196　内牧支所水道分室 ☎ 32-2731　波野支所水道分室 ☎ 24-2001

気温がマイナス 4℃以下になると水道が凍結し、水道管の破裂や蛇口などが破損します。
天気予報等で低温注意報が発表されたときは凍結防止の対策をしましょう。

凍結しやすい水道管
▷屋外でむき出し
▷北向きで日が当たらない
▷風あたりが強い

凍結防止の方法
▷ 市販の水道管用の保温材や、タオル・毛布・

発泡スチロールなどで水道管を覆い、濡れ
ないようにビニールテープを巻く。

    （凍結防止の効果をあげるためには自動
ヒータ―付保温帯を装着する）

▷蛇口から水を少し出しておく。
▷メーターボックスに保温材を入れる。

　　　　　　　　　　　　 細かく砕いた発砲ス
チロールをビニール
袋に入れてメーター
を覆うように詰める。
メーター検針の妨げ
にならないよう注意。

凍ったときの対処法
気温の上昇によって自然に溶けるのを待つ
か、凍った部分にタオルや布などで覆って、

「ぬるま湯」でゆっくり溶かしてください。お
湯が無い場合はドライヤーも有効。
※�絶対に熱いお湯をかけないでください。
　水道管が破裂する恐れがあります。

水道管が破裂したら
 ① メーターボックスの中の止水栓を閉めて、

漏水を止めてください。
②  最寄りの『阿蘇市水道局指定工事店』に連絡

して修理を依頼してください。

▲指定工事店
　QR コード

※  修理費用は工事の内容によって
異なります。詳しくは修理を依
頼する水道工事店に直接お問い
合わせください。

長期間留守にされる人、空き家・空き部屋をお持ちの人へ

　長期にわたって不在にする場合、阿蘇市水道局に「閉栓（休止）届」を提出し、上記を参考に蛇口の立ち上
がりやボイラー等の凍結防止を心がけてください。
　凍結による破裂が生じた漏水の場合、長期にわたって誰にも気付かれず水を流す状態になります。水道
料金が高額になり修理費もお客様のご負担となりますのでご注意ください。

広報あそがスマホで読める

D e c e m b e r
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町古閑牧野の草小積み作り

守
り
た
い
草
原
風
景

草
小
積
み



202019.12 広報あそ  

市役所からのお知らせ

広
告

　�
ご自身の固定資産をしっかりと把握されていますか？

問税務課 資産税係　 ☎ 22-3148

固定資産税（土地 ･ 家屋・償却資産）は、１月
１日現在、所有者として登記（登録）されて

いる人に課税されます。しかし、家屋の滅失（取り
壊し）や未登記家屋の所有権移転などの情報は、
把握が困難なため、課税誤りや課税漏れとなる可
能性があります。
　令和元年中に次に該当する事例がありましたら、
お手数ですが税務課資産税係にご連絡ください。

固定資産税は事業用資産（償却資産）にも課税されます
　固定資産税は、土地・家屋のほか、事業で使う資産（償却資産）についても課税されます。
令和 2 年 1 月 1 日現在、阿蘇市内に償却資産を所有している人は、地方税法の規定により、その
所有状況を申告していただく必要がありますので、期限までに提出をお願いします。

①家屋の新築、増築、取り壊し
② 未登記家屋の売買、贈与などによる所有権移転
③家屋の用途変更（住宅から店舗への変更など）
④土地の利用状況の変更（地目の変更など）
※ 税務課または各支所で発行する『名寄帳証明書』

や毎年５月に送付している『固定資産税納税通
知書の課税明細書』をご覧いただき、ご自身が所
有する固定資産のご確認をお願いします。

●申告方法
　 12 月下旬に「償却資産申告書」を郵送しま

すので、届きましたら所有する資産を記入
し、期限までに提出してください。前年度と
資産が変わらない場合も申告が必要です。

※ 新規に事業を開始された人や、償却資産を
所有されていて申告書が届いていない人
は、税務課資産税係までご連絡ください。

●償却資産の種類
▶�構築物（看板や広告塔、舗装路面、門、塀、ビ

ニールハウスなど）
▶�機械及び装置（各種製造・加工機械、太陽光発

電機器、籾摺機、草刈機、耕運機など）
▶�車両及び運搬具（大型特殊自動車など。自動車

税・軽自動車税が課税されるものは対象外）
▶�工具器具及び備品（商品陳列棚、パソコン、

レジスターなど）

●課税標準額の軽減措置特例
　 償却資産には、資産の用途や取得時期に応

じて課税標準額が軽減される各種特例が
あります。

●過年度更正と遡及（さかのぼり）課税
　 申告・調査などにより更正が必要になった

場合、資産の取得時期に応じて最高 5 年
度分さかのぼって税額の再計算を行いま
す。（過年度更正）

●提出期限・提出先
　【提出期限】１月３１日㈮
　【提 出 先 】税務課資産税係
　　　　　  または各支所市民係
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　�取得・改良した年の翌年から 4年度分

熊本地震で被災し、家屋や償却資産を新たに取得した場合、下記の要件により固定資産税を
減額する特例措置の対象に該当する場合があります。

熊本地震による被災代替家屋・償却資産の固定資産税特例措置
問税務課 資産税係　 ☎ 22-3148

被災代替家屋・償却資産の特例措置対象要件

●減額適用対象者
▶ 被災資産の所有者（共有者を含む）
※ 「被災家屋の所有者」とは、平成 28 年 4 月

14 日現在の所有者（震災時点で家屋を所有
していない場合は対象外）

 ▶�被災資産の所有者に相続が生じたときは、
その相続人

▶�代替家屋に被災家屋の所有者と同居する三
親等内の親族

▶ 被災資産の所有者に合併が生じたときの合
併後に存続する法人または合併により設立
された法人等

●被災適用対象資産の要件
▶ 平成 28 年熊本地震により滅失し、または損

壊した資産
 ※ 家屋は原則として、り災証明書の判定が「半

壊」以上であること。または、平成 28 年度分
の固定資産税において、減免が適用される
程度 ( 損害割合 20％以上）の被害を受け
ていること。

▶取り壊しまたは売却等の処分がなされていること

●代替（適用対象）資産の要件
▶被災資産に代わるものとして取得した資産
※ 原則として、種類（用途）または使用目的が

同一であるもの。
▶�被災家屋を改築した場合は、改築後の価格

が被災家屋の価格以上となるもの

●取得期限
　 平成 28 年 4 月 14 日～令和 3 年 3 月 31 日

に取得（中古含む）・改築されたもの

●減額対象範囲
　 代替資産を取得した年の翌年から 4 年度

分に限り、滅失・損壊した資産（家屋は原則
として、り災判定が「半壊」以上のもの）の床
面積相当分の固定資産税の税額を 2 分の 1
に減額します。

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
有権者が寄附を求めることも禁止されています。

ここでの寄附とは「財産上の
利益となるものを与える、ま
たは与える約束をすること」
です。選挙区内への人や団体
への寄附は全て禁止されてい
ます。政治家は、選挙区内の
人に、答礼のための自筆によ

るものを除き、年賀状、寒中見舞状、暑中見舞状その他
これらに類するあいさつ状を出すことができません。

阿蘇市選挙管理委員会　☎２２‐３２３９
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特定公共賃貸住宅入居者募集

波野大道地区にある中堅所得者向け特定公共賃貸住宅の抽選会を、来年１月に予定していま
す。入居を希望する人は住環境課住宅係までご相談ください。

問住環境課 住宅係　☎ 22-3169

●申込資格　以下の条件をすべて満たした人
①親族と同居
②市税等に滞納がない
③政令で定められた所得以下
　（一定の所得が必要）
④入居可能な持ち家がない
⑤暴力団員でない
●募集期間　12 月 20日㈮まで

●募集団地　大道団地　1件

市外の人でも広報あそを購読できます
阿蘇市内の情報をお届けする「広報あそ」は、市外の人でもふるさと便と
して年間を通して購読を希望する人に 900 円 / 年で発送しています。
遠方のご家族やご親戚などで購読を希望される人は、総務課秘書広報係
☎ 22-3111 までお問い合わせください。

O c t o b e r

No.177
10

2019

特
集

　�　
農地を適正に管理しましょう

近年、適正に管理されていない雑草が多く
茂った農地や空き地が多く見られます。

　農地などを所有・管理する人は、近隣住民の

安全と生活環境を損ねないためにも、
除草作業などを定期的に行い責任を
もって適正管理を心がけてください。

問農業委員会　☎ 22-3254

農地は、普段から定期的に管理を行わな
いと次のような環境の悪化につながる恐
れがあります。
・景観の悪化
・雑草が繁茂し病害虫の発生原因
・ イノシシやシカなど有害鳥獣の潜入
・ゴミの不法投棄の誘発
・ 交差点付近やカーブでは視界不良によ

る事故原因
・火災の原因

高齢や所有者が遠方にいる場合などの理由で
自身で農地を管理（草刈り等）できない場合
は、シルバー人材センターなどの事業者を利
用する方法もあります。

●（一社） 阿蘇市シルバー人材センター
　阿蘇保健福祉センター内（内牧）
☎ 080-3370-4776　Ⓕ 32-4940
※利用は有料です。料金はお尋ねください。

農地所有（管理）者のみなさまへ
農地を自分で管理できない場合

N o v e m b e r
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健康を
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食品ロスを削減しよう

問市民課 生活衛生係　☎ 22-3135

まだ食べることができる食品が廃棄されないように「食品ロスの削減の推進に関する法律」
が成立しました。

　食品の買い方や調理方法を見直し、ひとりひとりが食品ロス削減に向けて行動しましょう。

CITY  INFORMATION

23 広報あそ 2019.12

食品製造業

・未使用原材料の有効利用。
• 賞味期限は過度に短く表示しない。
• 品質を保持できる容器包装を使用。

CITY  INFORMATION

食品卸・
小売業

• 少量パック販売やばら売り実施。
• 賞味期限が近い食品や規格外品
は、見切り・値引き販売。

飲食業

• 好き嫌いや食べたい量の聞き取り。
• 食べ切り・小盛メニューの提示。
• 残した食品を持ち帰り用に提供。

消費者
・買い物は陳列棚の手前から。
・食材は「買い過ぎず」「使い切る」「食べきる」。
・外食では注文しすぎない。
・ 宴会は乾杯後 30 分とお開き 10 分前は自席で料理を楽しむ（3010 運動）。

　�　
生ごみ処理機等の購入費の一部を助成します

問市民課 生活衛生係　 ☎ 22-3135

家庭から出る生ごみは、約 80％が水分と
言われています。

　未来館で処理する可燃性の固形燃料（RDF）
を作るには、ごみを乾燥する必要があり、多く
の燃料を要します。また、ごみの重量が増える

ことで、処理費用はさらにかさみます。
　市では、電気式の生ごみ処理機や畑などに設
置して使用するコンポスターの購入費用を助
成していますので、ぜひご活用ください。

助成内容
●生ごみ処理機（電気式）
　助成額　購入費用の 1/2 以内
　　　　　（上限 30,000 円）
※ 購入後は助成対象になりませんので、購

入前に市民課にご連絡ください。

●生ごみ処理容器（コンポスター）
　助成額　3,400 円
　（個人負担　2,000 円）
※市民課・各支所でお渡し　　　　　　　
　します。

最も大切なことは、処理する生ごみを出さない事です。食品ロス削減にご協力をお願いします。
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　�　
国民健康保険の届け出を忘れずに

国民健康保険は、74 歳までのすべての人
が加入する制度です（健康保険、共済・船

員保険を含む社会保険の被保険者とその被扶
養者を除く）。
　退職などの理由で社会保険に加入していな
い人は、国保に加入する必要がありますので、
14 日以内に窓口へ届け出てください。届け出

が遅れると、社会保険の資格喪失日までさか
のぼって国保税が課税されますのでご注意く
ださい。
　社会保険などに加入した場合、国保の資格
喪失届が必要です。届け出をしないと、国保税
と社会保険料の両方を納める状態になります
ので、忘れずに手続きしましょう。

問ほけん課 国保・年金係　 ☎ 22-3145

▷資格喪失証明書　　▷離職票　　▷印鑑
▷�世帯主・加入者のマイナンバーカードまた

は通知カード
▷本人確認ができるもの（運転免許証など）
※  60 歳未満の人は併せて国民年金の加入

手続きがあります。

▷社会保険被保険者証
▷国民健康保険被保険者証　▷印鑑
▷�世帯主・脱退者のマイナンバーカードまたは

通知カード
▷本人確認ができるもの（運転免許証など）

国保加入手続きに必要なもの 国保脱退手続きに必要なもの

問い合わせ
【国保の届け出】ほけん課 国保・年金係 ☎ 22-3145　【国保税の申告】税務課 市民税係 ☎ 22-3148

※世帯以外の人が届け出する場合は委任状が必要です。

　�　
4 月から事務所・飲食店・ホテルなどが屋内禁煙になります

問一の宮保健センター　 ☎ 22-5088

喫煙による健康への影響が大きい子ども
や病気の人に配慮するため、来年４月か

ら受動喫煙防止が義務化され、以下の施設が
原則屋内禁煙となります。

　該当施設では、喫煙できる場所、できない場所
の掲示が必要となりますので、施設を管理する
人は準備をお願いします。また、施設を利用する
人たちも決められたルールを守りましょう。

原則屋内禁煙となる施設
事業所・工場・ホテル・旅館・飲食店・集会所など
※  2 人以上の人が利用する場所は、禁煙対象施

設に該当します。

喫煙が認められる措置
国が定める基準を満たせば上記施設でも屋内に
喫煙専門室を設けることができます。
受動喫煙防止対策を行う事業主を対象に、費用の
一部を支援する助成金もありますので、詳しくは

「受動喫煙防止対策助成金」で検索してください。

受動喫煙とは、喫煙者の周囲の人がタ
バコの煙を吸わせられることです。
受動喫煙によって、肺がんや心疾患、脳
卒中、乳幼児の突然死などのリスクが高
まり、年間約 1 万 5 千人がそ
れらの病気で亡
く な っ て い る
と 推 計 さ れ て
います。
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Aso Medical Center

地域医療！

蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信阿蘇医療センター
〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273
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お
越
し
い
た
だ
い
て
も
面
会
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事

前
に
ご
家
族
、親
戚
、ご
友
人
に
も

面
会
制
限
に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

●�

面
会
時
間

　
平
日　

午
後
１
時
～
午
後
８
時

　
休
日　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

※�

面
会
制
限
の
期
間
は
お
知
ら
せ　

端
末
で
周
知
し
ま
す
。　

�

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に

限
ら
ず
、入
院
患
者
さ
ん
の
療
養
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
常
時
面
会
時

間
を
定
め
て
い
ま
す（
面
会
制
限
時

も
通
常
時
も
面
会
時
間
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
）。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
の
た
め

　　
面
会
を
制
限
し
ま
す

面会制限の内容　（マスクをご持参ください）

●面会はご家族のみとします。親戚の人はご遠慮ください。
●ご家族でも中学生以下の面会はご遠慮ください。
●面会される場合、必ずマスク着用をお願いします。
●病室へ入退室する際は、手指消毒剤で手洗いをお願いします。
● 発熱や風邪症状のある人、インフルエンザを発症しているご家族

がいる人の面会はお断りします。
● 介助などで担当医師が事前に許可した人以外は、時間外（平日の午

前中など）の面会をお断りします。

阿蘇温泉病院　☎ 32-0881

老健・有料老人ホーム・緩和病棟・産婦人科で多様な働き方
が選べます。寮・託児所や奨学金・
就学支援制度もあり職員
専用の 24 時間温泉も完
備しています。

大阿蘇病院　☎ 22-2111

内科・整形外科。託児所・寮完備・
奨学金制度あり。
安心して働ける職場
環境で、勤務時間は
相談に応じます。

阿蘇医療センター　☎ 34-0311

阿蘇五岳が一望できる救急告示・災
害拠点病院。
ママさんナースが多く、
院内教育支援制度もあり
ます。

阿蘇やまなみ病院　☎ 22-0525

認知症疾患医療センター。精神科・老健施設・特養施設。
奨学金制度・託児所・寮完備。
働き方は自由で定時
に帰れます。

阿蘇地域に根差した医療をサポートするため、看護職の
力を活かしてみませんか？
気になる病院の施設見学はいつでも大歓迎です。

看護・
介護職募集

阿蘇の病院で
働こう！

熊本県看護協会による阿蘇地域に必要な看護職確保推進事業
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

進
路
を
変
え
る
き
っ
か
け

　

阿
蘇
中
央
高
等
学
校

　

阿
蘇
校
舎
二
年  

園
田 

桃
子

　

私
の
父
は
実
習
教
諭
を
し
て
い

ま
す
。仕
事
に
就
い
て
二
十
年
以

上
経
ち
、も
う
す
ぐ
定
年
を
迎
え

ま
す
。そ
ん
な
父
の
仕
事
に
対
し

て
、私
は
尊
敬
す
る
部
分
も
あ
り

な
が
ら
、嫌
だ
と
思
う
部
分
も
あ

り
ま
し
た
。例
を
あ
げ
る
と
、休
み

が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
で
す
。私

が
小
さ
い
頃
か
ら
、父
は
土
日
祝

日
関
係
な
く
学
校
へ
行
き
、平
日

も
帰
り
が
遅
い
の
が
当
た
り
前
で

し
た
。私
の
家
で
は
家
族
全
員
が

揃
っ
て
か
ら
夕
食
を
食
べ
る
た

め
、父
の
帰
り
を
よ
く
待
っ
て
い

ま
し
た
。ま
た
、父
は
部
活
動
の
顧

問
も
し
て
い
る
た
め
、毎
日
生
徒

た
ち
に
つ
き
っ
き
り
で
す
。家
族

で
出
か
け
る
と
い
っ
て
も
部
活
動

関
係
の
も
の
が
多
く
、純
粋
に
観

光
目
的
で
旅
行
し
た
記
憶
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
生
徒
た

ち
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
で
き
る
の

か
。こ
れ
は
小
さ
い
頃
か
ら
私
が

持
ち
続
け
て
き
た
疑
問
で
し
た
。

生
徒
と
い
っ
て
も
、最
初
は
初
対

面
の
人
間
で
、な
ぜ
、自
分
の
時
間

平成30年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成30年度時点。

を
割
い
て
ま
で
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ず
っ
と
不
思
議
で
し

た
。そ
し
て
、私
に
教
師
と
い
う
仕

事
は
合
わ
な
い
と
、ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、高
校
に
入
学
し
て
実

際
に
父
の
生
徒
と
い
う
立
場
に

な
っ
て
み
て
、分
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、生
徒
全
員
に

対
し
て
自
分
の
子
供
の
よ
う
に
、

ま
っ
す
ぐ
接
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。部
活
動
の
中
で
も
、技
術

面
の
指
導
だ
け
で
は
な
く
、精
神

面
、さ
ら
に
進
路
の
こ
と
に
つ
い

て
も
相
談
に
乗
っ
て
い
る
姿
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。部
活
動
の
中

で
捉
え
た
生
徒
一
人
一
人
の
性

格
に
合
っ
た
進
路
指
導
を
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。卒
業
し
た

生
徒
か
ら
も
連
絡
が
来
た
り
、時

に
は
卒
業
生
が
家
に
来
て
話
を
聞

い
た
り
し
て
い
ま
す
。父
に
は
生

徒
に
対
す
る
愛
が
あ
り
、そ
れ
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、自
分
の
人
生
の

ほ
と
ん
ど
を
教
職
に
さ
さ
げ
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
気
づ
き

ま
し
た
。そ
し
て
、父
と
、教
師
と

い
う
仕
事
を
心
か
ら
尊
敬
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。父
だ
け
で

は
な
く
、私
が
今
ま
で
出
会
っ
て

人 権 作 文

　
桃
子
さ
ん
は
、
誰
に
対

し
て
も
分
け
隔
て
な
く
、

適
切
に
接
し
、
自
分
自
身

に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中

学
生
の
時
か
ら
将
来
の
目

標
を
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
高
校
生
に
な
り
家
族

や
周
囲
の
人
た
ち
と
関
わ

る
こ
と
で
、
心
境
の
変
化

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現

在
も
そ
の
目
標
に
向
け
て

日
々
努
力
し
、
成
長
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
努
力
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

き
た
先
生
方
も
、愛
を
持
っ
て
い

る
人
ば
か
り
で
し
た
。悩
み
が
あ

る
と
き
に
話
を
聞
い
て
下
さ
っ
た

り
、卒
業
し
た
後
も
気
に
か
け
て

下
さ
っ
た
り
と
、今
思
え
ば
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
て
き
た

の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
小
学
校
の

と
き
の
顧
問
の
先
生
で
す
。そ
の

先
生
は
よ
く「
愛
の
反
対
は
無
関

心
」と
い
う
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言

葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。私
の
出

会
っ
て
き
た
先
生
方
は
こ
の
言
葉

の
通
り
、生
徒
に
無
関
心
に
な
ら

ず
親
身
に
接
し
て
く
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。教
師
と
い
う
仕
事
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
は
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
以
上
に

得
る
も
の
が
大
き
い
仕
事
だ
と
、

身
近
な
先
生
方
の
姿
か
ら
感
じ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、私
の
将
来
の
夢
が
変

わ
り
ま
し
た
。中
学
ま
で
は
医
療

関
係
の
仕
事
に
し
か
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
高
校

に
入
っ
て
、父
や
周
り
の
先
生
方

の
姿
か
ら
、教
育
に
携
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
こ
と
を
現
在
の
担
任

の
先
生
に
言
う
と
、「
向
い
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
」と
言
わ
れ
、そ
の
言

葉
は
自
分
に
と
っ
て
意
外
で
も
あ

り
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
一
言

で
も
あ
り
ま
し
た
。私
の
目
標
は
、

父
で
す
。父
の
よ
う
に
人
間
と
し

て
尊
敬
で
き
る
大
人
に
な
り
、夢

を
叶
え
る
た
め
に
、今
は
勉
強
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



《
小
・
中
学
校
の
部
》

い
じ
め
０　

み
ん
な
仲
良
く　

笑
顔
１
０
０

阿
蘇
小
学
校
６
年　

中
野 

喜は
る
と翔

《
高
校
・
一
般
の
部
》

家
事
・
介
護　

出
来
る
事
し
て　

支
え
愛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般　

菅か
ん　

正ま
さ
こ子
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《
小
・
中
学
校
の
部
》          

好
き
な
も
の　

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う　

だ
か
ら
い
い

阿
蘇
小
学
校
６
年　

山
𥔎 

真
歩

さ
り
げ
な
い　

優
し
い
言
葉　

あ
り
が
と
う

阿
蘇
小
学
校
６
年　

宮
崎 

和の
ど
か香

前
を
見
て　

支
え
て
く
れ
る　

人
が
い
る

阿
蘇
小
学
校
６
年　

加
来 

夏
海

つ
な
げ
よ
う　

笑
顔
の
か
け
橋　

ど
こ
ま
で
も

阿
蘇
小
学
校
６
年　

甲
斐 

爽さ
や
か歌

週
末
は　

パ
パ
の
ご
は
ん
に　

マ
マ
笑
顔

波
野
小
学
校
５
年　

堀　

寧ね
ね
か花

台
所　

夫
婦
仲
良
く　

笑
い
あ
う

一
の
宮
中
学
校
１
年　

吉
田 

有ゆ
う
ぜ
ん善

世
界
に
は　

あ
な
た
の
か
わ
り　

い
な
い
か
ら

一
の
宮
中
学
校
１
年　

山
口 

千
歩

父
と
母　

２
人
並
ん
で　

台
所

阿
蘇
中
学
校
１
年　

河
瀬 

美み

お桜

お
父
さ
ん　

い
つ
も
洗
た
く　

あ
り
が
と
う

阿
蘇
中
学
校
１
年　

北
里 
果か

の
ん音

差
別
な
し　

輝
く
未
来　

つ
く
ろ
う
よ

阿
蘇
中
学
校
３
年　

後
藤 

萌も

も

か
々
香

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期

実
現
を
促
進
す
る
た
め
、
阿
蘇

市
に
住
ん
で
い
る
人
や
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
や
地
域

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女

に
関
す
る
疑
問
や
感
じ
て
い

る
こ
と
を
綴
っ
た
川
柳
を
募

集
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

優
秀
賞

　
応
募
句
数
（
高
校
・
一
般
の

部�

91
句
、
小
・
中
学
校
の
部�

６
２
８
句
）
の
中
か
ら
、
各
部

よ
り
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞

10
点
を
男
女
共
同
参
画
審
議
会

で
選
定
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画
川
柳 

入
選
作
品

《
高
校
・
一
般
の
部
》  

男
女
平
等　

阿
蘇
か
ら
変
え
る　

い
い
社
会

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

松
﨑　

蓮れ
ん

意
識
せ
ず　

尊
重
し
合
う　

男
女
の
美

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

宮
𥔎 

慎
吾

だ
れ
に
で
も　

手
を
さ
し
の
べ
る　

大
人
な
れ

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

吉
良
山 

拓た
く
と飛

家
事
・
育
児　

父
母
協
力
し　

子
が
成
長　

  

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

江
藤 

美み

お桜

手
伝
う
よ　

そ
の
一
言
が　

仲
の
良
さ

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

村
上 

祐ゆ

い衣

広
げ
よ
う　

共
同
参
画　

ど
こ
ま
で
も

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

三
城 

直
也

一
緒
だ
と　

家
事
も
気
持
ち
も　

半
分
こ

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

作
本 

和い
ず
み海

仕
事
で
も　

家
事
で
も
み
ん
な　

助
け
合
お

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　

中
島 

優ゆ
づ
き稀

出
来
ぬ
こ
と　

互
い
に
支
え　

成
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
般　

石
鍋 

泰や
す
と斗

子
に
話
し　

孫
に
教
え
る　

人
の
道

一
般　

橋
本 

信
子
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Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

bookmobile移動図書館

●阿蘇・一の宮地区

●波野地区

※ 天候や道路状況で巡回を中止することもあります。

西役犬原公民館　  　10:00 ～ 10:10
　　　▼

竹原公民館　　　 　 10:15 ～ 10:25
　　　▼
坊中公民館前　　  　10:35 ～ 10:45
　　　▼
赤水駅前　　　　　  11:10 ～ 11:15
　　　▼
宮本酒店前（車帰）    11:25 ～ 11:35
　　　▼
坂梨公民館　　　  　15:15 ～ 15:25　

（12月 6日金・1 月 10 日金）

波野保健福祉センター  11:00 ～ 11:15

（12月 11日水・1 月 15 日水）

広
告

舞台はドイツ。探偵カールがク
リスマスの夜に出会った、謎の
男とは…? 伊坂作品のエッセン
スすべてが凝縮された、心温ま
る聖夜の奇跡の物語。

『�クリスマスを探偵と』

伊坂 幸太郎／著
（河出書房新社）

小さな病院の演奏会で、夕暮の
街の片隅で、雪の降る夜空の下
で、きっと、人はみんなひとつ
につながっているんだ…。

『�その夜、ぼくは奇跡を祈った』

田口 ランディ／著
（大和出版）

倒産が決まった会社で働く、元
恋人たち。両親が離婚しそうな
小学生男子。心優しい、チンピ
ラたち。クリスマスにもたらさ
れる、ささやかな奇跡の連鎖。

『キャロリング』

有川　浩／著
（幻冬舎）

今日は待ちに待ったクリスマ
ス。サンタさんは、トナカイ
のルドルフといっしょに出か
けようとしますが、忘れもの
をしていて…。

『�わすれんぼうのサンタクロース』

中川 ひろたか／作
　中川 貴雄／絵

（教育画劇）

おはなしアップルのクリスマスおはなし会

library informationお 知 ら せ

●と　き　12 月 21 日土
　　　　　午後 2 時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

年末年始の休館

12 月 28 日土～１月４日土まで休館します。
休館中の本や CD・DVD の返却は、各図書館
の玄関横返却ポストへお願いします。

図 書 案 内

クリスマス ストーリーズ
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「
お
は
じ
き
の
木
」
を
読
ん
で

�

阿
蘇
西
小
２
年　
お
が
た�

ゆ
か
り

　
わ
た
し
が
、
ど
う
し
て
こ
の
本
を

え
ら
ん
だ
か
と
い
う
と
、「
お
は
じ

き
の
木
」
と
い
う
だ
い
名
が
ふ
し
ぎ

で
、
中
は
せ
ん
そ
う
の
は
な
し
だ
っ

た
の
で
、
気
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
本
は
、
五
さ
い
の
か
な
子
の

お
は
な
し
で
す
。
か
な
こ
は
、
せ
ん

そ
う
の
と
き
、
空
し
ゅ
う
の
中
で
、

お
は
じ
き
を
し
な
が
ら
、
お
か
あ
さ

ん
と
お
と
う
と
を
ま
っ
て
し
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
か
な
子
の
お
と
う
さ
ん

の
げ
ん
さ
ん
が
、
せ
ん
そ
う
か
ら
か

え
っ
て
き
て
、
自
分
の
お
く
さ
ん
と

子
ど
も
が
、
ど
う
や
っ
て
し
ん
で
し

ま
っ
た
か
を
さ
が
し
ま
し
た
。
げ
ん

さ
ん
が
、
空
き
地
の
か
た
す
み
の
一

本
の
に
れ
の
木
に
む
か
っ
て
、

「
こ
の
木
か
。
こ
の
木
か
。」

と
、
い
く
ど
も
う
め
く
よ
う
に
つ
ぶ

や
い
た
と
こ
ろ
が
、
心
に
の
こ
り
ま

し
た
。
き
っ
と
そ
こ
が
、
自
分
の
か

ぞ
く
が
な
く
な
っ
た
ば
し
ょ
で
、
か

ぞ
く
と
あ
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
げ
ん
さ
ん
が
、
に
れ
の
木
に
耳
を

ち
か
づ
け
て
い
る
と
、
女
の
子
が
あ

ら
わ
れ
て
、

「
な
に
が
聞
こ
え
る
の
。」

と
、
た
ず
ね
ま
し
た
。
げ
ん
さ
ん

は
、あ
り
の
ま
ま
に
は
な
し
ま
し
た
。

き
っ
と
げ
ん
さ
ん
は
、
自
分
の
む
す

め
と
同
じ
年
の
女
の
子
を
見
て
、
生

き
て
い
た
と
き
の
か
な
子
を
思
い
出

し
た
と
思
い
ま
す
。

　
女
の
子
が
い
な
く
な
っ
た
後
、
ま

た
女
の
子
が
げ
ん
さ
ん
の
よ
こ
を
す

り
ぬ
け
て
い
き
ま
し
た
。
ふ
り
む
く

と
、
に
れ
の
木
の
中
に
、
お
は
じ
き

を
し
て
い
る
か
な
子
が
見
え
た
の

で
、
か
け
出
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、

足
は
う
ご
か
ず
、
声
も
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
や
っ
と
木
に
ち
か
づ
く
と
、

か
な
子
は
き
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

げ
ん
さ
ん
は
、
か
な
し
か
っ
た
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
子
と
は
な

し
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
げ
ん
さ
ん
に
は
な
し
か
け
た
女
の

子
は
、
ゆ
め
の
中
で
、
い
つ
も
お
は

じ
き
を
し
て
い
る
女
の
子
と
あ
そ
ん

で
あ
げ
た
こ
と
を
、
お
か
あ
さ
ん
に

は
な
し
ま
し
た
。
き
っ
と
、
女
の
子

は
ひ
る
ま
、
げ
ん
さ
ん
に
あ
っ
た
こ

と
が
、
心
に
の
こ
っ
て
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
せ
ん
そ
う
を
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
せ
ん
そ
う

は
、
ば
く
だ
ん
が
お
ち
て
、
た
く
さ

ん
の
人
が
な
く
な
り
ま
す
。
お
や
や

子
ど
も
を
な
く
す
の
は
、
と
て
も
か

な
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
本
も
、
せ
ん
そ
う
で
か
ぞ
く

を
な
く
し
た
げ
ん
さ
ん
の
か
な
し
い

お
は
な
し
で
す
。
で
も
、
に
れ
の
木

の
ま
え
で
、
女
の
子
や
し
ん
だ
は
ず

の
か
な
子
に
あ
え
て
、
う
れ
し
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
も
し
、
大
す
き
だ
っ

た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
え
た
ら
、

と
っ
て
も
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
審
査
員
講
評
）

　

よ
み
お
わ
っ
て
、
せ
ん
そ
う
を

し
て
は
い
け
な
い
、
げ
ん
し
ば
く
だ

ん
が
お
ち
て
た
く
さ
ん
の
人
が
な
く

な
る
、
お
や
や
子
ど
も
を
な
く
す
の

は
と
て
も
か
な
し
い
と
い
う
か
ん
そ

う
を
も
っ
た
ゆ
か
り
さ
ん
で
す
。
か

ぞ
く
が
ど
う
や
っ
て
し
ん
で
し
ま
っ

た
か
を
さ
が
す
お
と
う
さ
ん
が
、
空

き
地
の
か
た
す
み
の
に
れ
の
木
に
む

か
っ
て「
こ
の
木
か
。こ
の
木
か
。」と
、

い
く
ど
も
う
め
く
よ
う
に
つ
ぶ
や
い

た
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
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読
み
と
っ
て
い
ま
す
。
家
ぞ
く
の
あ

り
が
た
さ
、
平
和
の
と
う
と
さ
に
つ

い
て
考
え
が
ふ
か
ま
り
ま
し
た
。

「
障
が
い
っ
て
、
な
あ
に
？   

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
ゆ
か

い
な
お
は
な
し
」
を
読
ん
で

阿
蘇
中
学
校
２
年　
坂
梨　
陽
向

　

私
が
こ
の
本
を
見
つ
け
た
と
き
、

「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
ゆ
か
い
な

お
は
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
私
の
目

を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

　
「
ゆ
か
い
な
お
は
な
し
」
っ
て
か

い
て
あ
る
け
ど
「
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
」
っ
て
ゆ
か
い
な
お
は
な
し

な
わ
け
が
な
い
。
で
も
、
そ
ん
な
こ

と
本
当
に
あ
る
の
？
と
思
い
私
は
こ

の
本
を
読
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

今
、
考
え
る
と
「
ゆ
か
い
な
お
は
な

し
な
わ
け
が
な
い
」
と
い
う
か
わ
い

そ
う
と
い
う
画
一
的
な
見
か
た
は
、

本
当
に
そ
う
な
の
か
と
、
考
え
直
す

き
っ
か
け
を
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お

は
な
し
で
私
に
く
れ
た
本
で
す
。

　
私
は
、
今
ま
で
障
が
い
の
あ
る
人

に
対
し
て
、
か
わ
い
そ
う
と
ば
か
り

考
え
、そ
の
一
方
で
、障
が
い
を
も
っ

て
い
な
い
人
と
比
べ
だ
い
ぶ
、
よ
そ

よ
そ
し
く
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、

障
が
い
者
と
い
う
名
前
を
自
分
で
勝

手
に
つ
け
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
勝
手
に

も
ち
、
あ
ま
り
親
し
く
自
分
が
話
す

の
も
な
あ
、
何
考
え
て
る
の
か
分
か

ん
な
い
し
、
そ
し
て
何
よ
り
、
自
分

と
違
う
か
ら
、
接
し
づ
ら
い
と
い
う

の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

し
か
し
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、

障
が
い
者
だ
っ
て
自
分
と
同
じ
よ
う

に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
す
る
し
、
い
ろ

ん
な
人
が
い
る
。
と
い
う
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
そ

の
障
が
い
を
の
ぞ
け
ば
、
自
分
と
同

じ
人
で
、
同
じ
こ
と
を
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
本
に
は
、
障
が
い

者
が
靴
を
買
い
に
来
て
い
て
、
そ
こ

で
店
員
は
、
障
が
い
者
の
方
で
は
な

く
親
の
方
に
「
で
、
彼
女
の
ほ
し
い

サ
イ
ズ
は
何
セ
ン
チ
？
」
と
聞
い
て

い
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、

本
人
に
聞
か
な
い
の
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
が
行
く
と
本
人
に
聞
か
れ
ま

す
。
こ
の
店
員
が
本
人
に
聞
か
な

か
っ
た
わ
け
を
私
は
考
え
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
は
意
識
的

な
偏
見
な
ど
は
も
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
に
、

無
意
識
の
偏
見
を
も
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
私
の

思
う
こ
の
厄
介
な
所
は
差
別
を
し
て

も
、
差
別
を
し
た
と
い
う
意
識
を
し

な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、

こ
れ
を
な
く
す
に
は
、
実
際
に
き
つ

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど
ん
な
差

別
を
さ
れ
た
の
か
、
ど
う
思
っ
た
の

か
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
知
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
、
障
が
い
者
は
い
ま
す
。
そ
し
て

私
た
ち
と
同
じ
で
す
。私
は
今
ま
で
、

自
分
が
考
え
て
、
勝
手
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
き
た
も
の
が
と
て
も
、
は
ず
か

し
い
で
す
。
自
分
と
同
じ
な
の
に
勝

手
に
、
さ
け
た
り
、
よ
そ
よ
そ
し
く

し
た
り
。
私
は
自
分
を
変
え
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
障
が
い
者
で
は

な
く
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
自
分
で

呼
び
方
を
か
え
ま
す
。
も
と
は
同
じ

人
で
、た
ま
た
ま
あ
る
だ
け
だ
か
ら
。

そ
し
て
、
勇
気
を
出
し
て
、
自
分
の

家
族
と
友
達
と
同
じ
よ
う
に
し
ゃ
べ

る
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
自

分
と
同
じ
趣
味
だ
っ
た
り
、
と
て
も

明
る
く
て
、
お
も
し
ろ
い
人
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
こ
の
本
に
出
合
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
障
が
い
の
あ
る

人
の
生
活
、
自
分
の
態
度
に
つ
い
て

深
く
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
同
じ
よ
う
に
接
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
審
査
員
講
評
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
か
わ

い
そ
う
と
い
う
見
方
し
か
し
て
な

か
っ
た
、
自
分
と
違
う
か
ら
接
し

づ
ら
い
と
思
っ
て
い
た
坂
梨
さ
ん

に
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
見
方
を

考
え
直
す
き
っ
か
け
を
く
れ
た
貴
重

な
本
と
の
出
会
い
で
す
ね
。
靴
屋
の

店
員
さ
ん
の
よ
う
に
無
意
識
な
偏
見

で
差
別
を
し
た
と
い
う
意
識
が
な
い

と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
の
自
分
と
同
じ

で
と
て
も
は
ず
か
し
い
と
気
づ
か
さ

れ
た
、
こ
れ
か
ら
は
勇
気
を
出
し
て

家
族
や
友
達
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て

い
き
た
い
と
考
え
直
す
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
い
い
本
に
出
会
え
ま
し

た
ね
。

『
い
ち
ご
同
盟
』
を
読
ん
で

阿
蘇
中
央
高
校
２
年　
市
原　
樹

　
私
が
こ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
図
書
館
の
先
生
の
勧

め
だ
っ
た
。
最
初
、
こ
の
本
を
見
た

時
『
い
ち
ご
同
盟
』
と
い
う
題
名
に

心
ひ
か
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
本

の
題
名
か
ら
は
、
ど
う
い
う
本
な
の

か
全
く
想
像
で
き
な
か
っ
た
か
ら

だ
。物
語
の
内
容
に
も
、興
味
を
も
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
読
ん
で
み
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
主
に
三
人

の
中
学
生
が
登
場
す
る
。
一
人
目
は

中
学
三
年
生
の
北
沢
良
一
。
彼
は
幼

い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
の

だ
が
、
自
分
の
ピ
ア
ノ
の
才
能
に
つ

い
て
悩
み
、
自
殺
願
望
を
抱
え
て
い

る
少
年
だ
。
二
人
目
は
同
じ
ク
ラ
ス

の
羽
根
木
徹
夜
。
彼
は
野
球
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
お
り
、
彼
は
内

気
な
良
一
と
違
っ
て
活
発
で
明
る
い

人
物
で
あ
る
。
最
後
は
、
あ
る
病
を

抱
え
て
い
る
上
原
直
美
。
彼
女
は
片

足
を
病
に
よ
っ
て
失
い
、
入
院
を
し

て
い
る
。
自
分
の
寿
命
が
長
く
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
も
精
一
杯

明
る
く
振
舞
い
生
き
よ
う
と
す
る
。

そ
ん
な
直
美
と
二
人
が
関
わ
っ
て
い

く
中
で
、
お
互
い
成
長
し
て
い
く
と

い
う
物
語
で
あ
る
。

　
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
ま
ず
最

初
に
良
一
と
自
分
を
重
ね
て
考
え
て

み
よ
う
と
思
っ
た
。
私
は
、
良
一
の

よ
う
に
自
殺
願
望
を
も
っ
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
が
、
人
間
関
係
で
と
て

も
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時

『
障
が
い
っ
て
、な
あ
に
？
障
が
い

の
あ
る
人
の
ゆ
か
い
な
お
は
な
し
』

オ
ー
ド
リ
ー
・
キ
ン
グ
著
／
明
石
書
店

『
お
は
じ
き
の
木
』

あ
ま
ん 

き
み
こ
／
あ
か
ね
書
房

図書館へ行こう！ 市長賞作品紹介
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は
友
達
や
家
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
悩
み
良
一
の
よ
う
に
何
事
に
も
無

気
力
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

時
に
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
あ

る
友
人
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
私
は
他
人
に
自
分
の

こ
と
を
話
す
の
が
苦
手
で
、
相
談
を

し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
が
思
い
き
っ

て
相
談
し
て
み
る
と
気
が
楽
に
な
っ

た
。
良
一
が
、
進
路
や
ピ
ア
ノ
の
才

能
、
母
親
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
直

美
に
相
談
を
し
た
よ
う
に
、
私
も
そ

の
経
験
を
通
じ
て
人
と
関
わ
る
こ
と

や
繋
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
た
。
ま
た
私
も
友
達
が
悩
み

を
抱
え
て
い
た
ら
、
相
談
に
乗
っ
て

あ
げ
よ
う
と
思
う
。

　
ま
た
文
中
の
「
ど
う
せ
、
み
ん
な

死
ん
で
し
ま
う
ん
だ
。」
こ
の
言
葉

に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら

私
自
身
も
以
前
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
皆

も
一
度
は
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
良
一
は
お
互
い

に
関
わ
っ
て
い
く
中
で
大
き
な
問
題

に
ぶ
つ
か
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
人
は

生
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の

本
の
主
題
に
も
つ
な
が
る
部
分
で
あ

る
。
良
一
は
こ
の
答
え
を
「
運
命
」

と
い
う
言
葉
で
結
論
づ
け
た
。
運
命

と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
は
、
捉
え

方
に
よ
っ
て
は
良
い
こ
と
に
も
、
悪

い
こ
と
に
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
こ
の
三

人
が
出
会
え
た
の
も
運
命
と
い
う
名

の
奇
跡
で
あ
る
と
思
う
。
直
美
は

病
気
に
な
り
最
後
は
死
ん
で
し
ま
う

が
、
良
一
に
と
っ
て
直
美
が
い
な
け

れ
ば
、
悩
み
を
抱
え
た
ま
ま
生
き
て

い
く
こ
と
が
た
え
ら
れ
ず
に
自
殺
を

し
て
し
ま
い
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
直
美
に
と
っ
て
も
良
一
が
い
な

け
れ
ば
、
寿
命
が
尽
き
る
ま
で
の

日
々
を
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

人
が
生
き
る
意
味
の
は
っ
き
り
と
し

た
答
え
は
無
い
と
思
う
が
、
こ
の
三

人
の
よ
う
に
運
命
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
自
分
を
成
長
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
こ
と
が
生
き
る
意
味
だ

と
こ
の
本
を
通
じ
て
思
っ
た
。

　
こ
の
本
を
読
ん
で
一
番
考
え
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
直

美
は
最
後
病
院
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
が
、
そ
の
病
院
の
帰
り
道
に

徹
夜
が
良
一
に
「
生
き
ろ
よ
」
と

言
っ
た
の
が
心
に
刺
さ
っ
た
。
そ
の

時
に
、
直
美
の
分
ま
で
生
き
て
い
こ

う
と
い
う
約
束
で
こ
の
本
の
題
名
に

も
な
っ
て
い
る
『
い
ち
ご
同
盟
』
を

結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
い
ち

ご
」
と
は
果
物
の
苺
で
は
な
く
、
二

人
の
年
齢
の
「
十
五
」
を
表
現
し
て

い
る
。
こ
の
言
葉
と
約
束
か
ら
二
人

の
決
心
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

て
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
こ
の
本
を

読
ん
で
「
生
」
と
「
死
」
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
人
は
い
つ
死
ん

で
し
ま
う
の
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
。
病
気
や
事
件
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
人
は
簡
単
に
死
ん
で
し
ま
う

の
だ
。
私
は
今
ま
で
「
死
」
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た
こ
と

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
も
し
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
友
達
や
家
族
が
亡
く

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
伝
え
残

し
た
こ
と
は
な
い
か
、
一
日
一
日
を

大
切
に
生
き
て
い
る
か
。
今
改
め
て

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
明
日
死
ぬ
わ

け
が
な
い
、
時
間
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
自
分
が

い
た
。
し
か
し
、
こ
の
本
で
命
の
尊

さ
を
学
び
、
生
き
て
い
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
た
。そ
し
て
自
分
が
今
、

す
べ
き
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
時
に

自
分
の
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
勉
強

を
し
、
周
り
の
人
に
感
謝
の
心
を
持

つ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
伝
え
て

い
こ
う
と
思
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、「
人

と
の
関
わ
り
」「
生
き
る
意
味
」「
生

と
死
」
な
ど
少
し
重
い
内
容
で
あ
っ

た
が
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
読
み
な
が
ら
自
分
と
彼
ら
を
重

ね
、
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
本
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
わ

な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
本
に
出
会

え
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
。

　（
審
査
員
講
評
）

　
一
番
印
象
に
残
る
の
は
、
市
原
さ

ん
の
自
分
の
思
い
を
伝
え
た
い
と
い

う
熱
意
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
切

で
、
本
の
選
び
方
は
も
ち
ろ
ん
、
日

頃
か
ら
自
分
が
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
、
何
に
興
味
を
持
ち
、
知
り
た
い

か
な
ど
を
意
識
し
て
い
な
い
と
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
自
分

と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
こ
そ
、
人

に
伝
え
る
た
め
の
テ
ー
マ
や
内
容
も

自
ず
と
絞
ら
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
か
ら
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

何
度
も
推
敲
す
る
粘
り
も
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
無
駄
の
な
い
引
き
し
ま
っ

た
構
成
は
そ
ん
な
努
力
の
証
と
言
え

ま
す
。
ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
！

『
い
ち
ご
同
盟
』

三
田 
誠
広
／
集
英
社
文
庫

広
告

図書館へ行こう！ 市長賞作品紹介
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阿蘇サイクルツーリズム学校「コギダス」協議会
事務局：阿蘇市役所 観光課内　
☎２２－３１７４　Ⓕ２２－４５６６

INFORMATION

 コギダス 検索

2019.12 SPECIAL ISSUE Vol.24

阿蘇M
マウンテンバイク

TBパーク で おもいっきり遊ぼう！
マウンテンバイクや子ども用キックバイクなど、どんな自転車でも自
由に持ち込んで無料で遊ぶことができる「阿蘇 MTB パーク」。
でこぼこのオフロードコースや人工障害物のエリアで、ドキドキわく
わくの自転車ライディングを楽しもう！

毎週水曜日には、マウンテンバイ
ク教室を開催し、マウンテンバイ
クのレンタル ( 有料 ) も行って
います。初心者から上級者まで、
自転車で楽しみたい人をお待ち
しています。

無料の自転車教室実施中

広
告

トライアルエリア

観覧テラス

パンプトラックコース

自転車教室の参加者

↓内牧支所側
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市町村名 金額

阿蘇市 11 億   215 万円

南小国町 2 億   708 万円

小国町 3 億 1,900 万円

産山村 7,324 万円

高森町 2 億 8,505 万円

南阿蘇村 5 億 1,721 万円

西原村 5,448 万円

合　 計 25 億 5,821 万円

阿蘇広域行政事務組合

令和元年第 3 回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、平
成 30 年度決算が承認されました。決算状況は次のとおりです。

　阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住
民の方々の生命と財産を守り、生活環境の整
備と豊かで住みよい地域社会を作るための仕
事をしています。
　決算の詳しい内容は、ホームページからも
ご覧いただけます。

阿蘇広域行政事務組合 ☎ 24-5111

一般会計決算状況

前年度 46 億 2,727 万円と比べて、14 億 3,749 万円の減となりました。

項目 金　額 構成率 説明

分担金及び負担金 25 億 5,821 万円 80.2%
当組合が行う事業のため、構成市町村が
負担するお金です。市町村別の金額は右
表のとおりです。

使用料及び手数料 1 億 5,604 万円 4.9%
ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等によ
る収入です。

国庫支出金 298 万円 0.1% 特定の事業を行うために国が交付するお金です。

財産収入 203 万円 0.1%
基金の利子及び財産売払（立木売却など）
による収入です。

繰入金 765 万円 0.2%
組合事業の財源として基金から繰り入れた
お金です。

繰越金 7,825 万円 2.4% 前年度からの繰越金です。

諸収入 1 億 1,772 万円 3.7%
預金利子、受託事業収入及び雑入による
収入です。

組合債 2 億 6,690 万円 8.4%
大きな事業を行うために国や県、金融機
関から借り入れたお金です。

合計 31 億 8,978 万円 100%

歳入総額　31 億 8,978 万円

市町村負担金一覧表

特別会計名 特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘 養護老人ホーム湯の里荘 合計

歳入決算額 3 億　555 万円 5 億 9,801 万円 9 億   356 万円

歳出決算額 2 億 9,892 万円 5 億 9,297 万円 8 億 9,189 万円

差引額 663 万円 504 万円 1,167 万円

前年度 45 億 4,902 万円と比べて、14 億 2,133 万円の減となりました。
組合各施設の熊本地震に伴う災害復旧事業の完了や元利償還完了の起債事
業に伴う公債費の減額などが主な要因です。

項目 金　額 構成率 説明
議会費 1,180 万円 0.4% 構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

総務費 1 億 3,480 万円 4.3%
組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査会、障害支援区分認定審査会
の運営費も含まれています。

衛生費 16 億   152 万円 51.3% 生活に密接した事業費で、火葬施設及び一般廃棄物処理施設の運営費です。
消防費 10 億 1,824 万円 32.5% 消防、救急活動の費用です。
災害復旧費 835 万円 0.3% 平成 30 年 7 月豪雨による災害復旧事業に要した費用です。
公債費 3 億 1,782 万円 10.2% 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。
諸支出金 3,516 万円 1.1% 養護老人ホーム湯の里荘特別会計への繰出金です。

合計 31 億 2,769 万円 100%

歳出総額　31 億 2,769 万円

特別会計決算状況

検索阿蘇広域

平成 30年度決算報告



( 事前の申し込みが必要です。)
●物件名　阿蘇地域振興局局長等宿舎
●所在地　阿蘇市一の宮町宮地字九門２２７２番
●地積等　１, ６０３．３７㎡（公簿）
　　　　　１，６０３. ６３ ㎡（実測）
　　　　　宅地（建物付き）
●最低売却価格　６，７３０，０００円
●建物開放　12 月 20 日㈮
　　　　　　午前 10 時 30 分から 1 時間
●申込期日　1 月 10 日㈮　午後 5 時まで
●入札日時　1 月 31 日㈮　午前 10 時 30 分
●入札場所　熊本県阿蘇総合庁舎 2 階大会議室
物件の詳細は熊本県のホームページをご覧ください。

問い合わせ　熊本県 総務部 総務私学局 財産経営課
☎０９６－３３３－２０８８
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令
和
２
年
阿
蘇
市
成
人
式

の
ご
案
内

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。新
成
人
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、あ
ら
か
じ
め
案
内

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。不
明
な
点

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
12
日
㈰

　
午
後
１
時
開
式（
正
午~

受
付
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館（
内
牧
）

● 
対
象
者　

平
成
11
年
４
月
２
日

の
理
解
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
12
月
14
日
㈯ 

午
後
１
時~

●
と
こ
ろ　
県
庁
地
下
大
会
議
室

●
観
覧
料　
無
料

　
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

問 

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行

委
員
会

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
３
５

知
っ
て
く
だ
さ
い

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、内
部
障
が

い
や
発
達
障
が
い・難
病
の
人
な
ど
、

外
見
か
ら
わ
か
ら
な
く
て
も
、援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
身

に
つ
け
る
も
の
で
す
。

　
裏
面
に
は
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。裏
面
を
見

せ
ら
れ
た
時
や
緊
急
時
に
は
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
健
康
福
祉
政
策
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
０
２

お
知
ら
せ

くらしの情報
「お知らせ」「募集」「講座」「催し」
「相談」など、暮らしに役立つ情報
をお届けします。

阿蘇市役所　☎ 22-3111
内牧支所　　☎ 32-1111
波野支所　　☎ 24-2001

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が　

改
定
さ
れ
ま
し
た

●
時
間
額　
７
９
０
円

　
（
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６・３
５
５・３
２
０
２

山
火
事
に
ご
用
心
！

　

山
火
事
は
、春
先
や
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、森
林
内
の

落
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な

り
、強
風
等
で
た
き
火
が
燃
え
移
り

山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　
山
火
事
は
一
旦
発
生
す
る
と
消
火

は
容
易
で
は
な
く
、長
い
年
月
を
か

け
て
育
て
た
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
に

し
て
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
山
で
留
意
す
る
こ
と
】

① 

枯
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
た
き

火
を
し
な
い
。

② 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
た
き
火

や
火
入
れ
を
し
な
い
。

③ 

必
ず
許
可
を
受
け
て
火
入
れ
を

行
い
十
分
な
実
施
体
制
を
と
る
。

④ 
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い

吸
い
殻
は
必
ず
消
す
。

問
農
政
課 
畜
産
林
業
係　
　

☎
２
２・３
２
７
４

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

　
「
障
害
者
週
間
」は
、障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、障
が

い
の
あ
る
人
が
社
会
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
、社
会
、経
済
、文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　

視
覚
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、

お
笑
い
芸
人
と
し
て
活
躍
す
る
濱
田

祐
太
郎
さ
ん
に
よ
る
、ネ
タ
と
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、障
が
い
の
あ
る
人
へ

~

平
成
12
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
で
阿
蘇
市
内
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
ま
た
は
阿
蘇
市
在

住
の
人

※ 

住
所
変
更
等
で
案
内
状
が
届
い

て
い
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
教
育
課 

社
会
教
育
係

☎
２
２ 

・３
２
２
９

このカードを持っている人が困ってい
たら「何かお困りですか？」と声をか
ける等、思いやりのある行動をお願い
します。

検索熊本県 県有財産売却

県有地売却の一般競争入札



✉bousai@
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問
県
危
機
管
理
防
災
課
地
域
防
災
推
進
班

☎
０
９
６・３
３
３・２
８
１
１

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
生
募
集
中

● 

と
こ
ろ　
身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

●
応
募
資
格　
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
、高
校
卒
業（
卒
業
見
込

み
含
む
）と
同
等
以
上
の
能
力
を
有

し
た
人
で
特
別
な
介
助
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
な
ど

●
訓
練
期
間　
２
年
間

●
定
員　
10
人

●
募
集
締
切　
１
月
20
日
㈪

●
入
校
日　
４
月
９
日
㈭

● 

費
用　

受
講
料
不
要
、教
材
費
等

は
別
途
か
か
り
ま
す
。

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６・３
７
８・０
１
２
１

首
都
圏
の
熊
本
県
出
身
学
生
寮

「
有
斐
学
舎
」入
寮
生
募
集

　
首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出

身
大
学
生
の
た
め
の
寮「
有
斐
学
舎
」が

令
和
２
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。
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第
17
回
火
の
国
ぼ
う
さ
い
塾

受
講
生
募
集

　
防
災
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
県

民
向
け
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

▽
２
月
２
日
㈰

　
午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時
40
分

▽
２
月
22
日
㈯

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
40
分

▽
２
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
３
日
間
の
受
講
が
必
要

●
と
こ
ろ　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

講
義
内
容　
気
象
や
災
害
に
関
す

る
知
識
習
得
、災
害
図
上
訓
練
他

●
募
集
定
員　
１
０
０
人

● 

申
込
期
限　
12
月
10
日
㈫【
必
着
】

ま
で
に
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に

よ
り
市
総
務
課
防
災
対
策
室
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
熊
本

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）　

●
費
用　
受
講
料
無
料

※ 

別
途
、教
本
３
５
０
０
円・受
験
料

３
０
０
０
円
の
前
納
と
試
験
合
格

後
登
録
料
５
０
０
０
円
が
必
要
。

●
申
込
先　
市
総
務
課
防
災
対
策
室

☎
２
２・３
１
１
１

Ⓕ
２
２・４
５
７
７

● 

所
在
地

　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６-

27-

14

● 

対
象　
令
和
２
年
４
月
か
ら
首
都

圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊

本
県
出
身
の
男
子・女
子
学
生

●
募
集　

男
子
15
人　
女
子
６
人

● 

寮
費

▽
２
人
部
屋　
１
万
８
千
円
／
月

▽
１
人
部
屋　
２
万
４
千
円
／
月

　
電
気
料
金・食
費
は
実
費
。

●
入
舎
料　
７
万
円

●
保
証
金　
３
万
円（
退
舎
時
に
返
還
）

●
応
募
期
限

▽
第
１
回　
１
月
８
日
㈬

▽
第
２
回　
３
月
10
日
㈫

▽
第
３
回　
３
月
26
日
㈭

●
応
募
書
類
配
布
場
所

　
熊
本
県
県
政
情
報
文
書
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
０
６
１

問（
公
財
）肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

☎
０
４
８・４
７
３・７
５
９
１

中
通
古
墳
群
長
目
塚
古
墳
発
掘

70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
県
下
最
大
級
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
中
通
古
墳
群
の
長
目
塚
古
墳
が
こ

と
し
で
発
掘
調
査
か
ら
70
年
、熊
本

県
の
史
跡
指
定
か
ら
60
年
を
迎
え
ま

す
。３
月
に
は
出
土
品
が
県
指
定
重

要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な

節
目
を
記
念
し

て
、こ
れ
ま
で

の
中
通
古
墳
群

の
研
究
成
果
を

振
り
返
り
な
が
ら
、本
質
的
価
値
や

意
義
、保
全
の
在
り
方
な
ど
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
12
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分　

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）

●
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

問
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２
２・３
２
２
９

熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓

発
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

　
「
家
族
の
絆
～
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
と
そ
の
家
族
」を
テ
ー
マ
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。プ
ロ

ロ
ー
グ
に
は
ミ
ニ
朗
読
会
も
開
催

予
定
で
す
。

●
と
き　
１
月
11
日
㈯

　
午
後
２
時
～

● 

と
こ
ろ　

熊
本
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
は
あ
も
に
い

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
２
１
０

催 
し

広
告

講 

座

募 

集

長目塚古墳の出土品

阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
内
牧
に
あ
る
施
設
で
す
。
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年
金
出
張
相
談

　
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て

い
る
年
金
に
つ
い
て
な
ど
、年
金
事

務
所
に
よ
る
相
談
。

【
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
】

● 

と
き　
12
月
２
日
㈪・16
日
㈪

　
１
月
６
日
㈪

【
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
12
月
９
日
㈪・23
日
㈪

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

※
予
約
が
必
要
。 

問
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６・３
６
７・２
５
０
３

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住
民

が
気
軽
に
集
い
相
談
や
悩
み
を
語
り

合
う
憩
い
の
場
。

【
池
尻
団
地
み
ん
な
の
家
】

●
と
き　
12
月
10
日
㈫

【
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
12
月
11
日
㈬

【
赤
仁
田
集
会
所
】

●
と
き　
12
月
13
日
㈮

【
内
牧
５
区
公
民
館
】

●
と
き　
12
月
21
日
㈯

【
一
の
宮
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
12
月
26
日
㈭

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
）

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２

阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
内
牧
に
あ
る
施
設
で
す
。

最
低
賃
金
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

無
料
相
談
の
ご
案
内

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
取
り
組
む

中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、経
営

と
労
働
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で

き
る
無
料
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。専
門
家
を
事
業
場
へ
派
遣
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０・９
４
６・８
３
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
心
の
悩
み
や
精
神
障
が
い
に
関
す

る
相
談
。

●
と
き　
12
月
10
日
㈫

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
。

問
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
２
４・９
０
３
６

心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
悩
み
、心
配
ご
と
に

関
す
る
相
談
。

●
と
き　
12
月
５
日
㈭・19
日
㈭

　
1
月
９
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
３
２・５
１
２
２

法
律
相
談

【
民
事
・
家
事
・
刑
事
な
ど
】

●  

と
き　
1
月
９
日
㈭

【
民
事
・
家
事
・
刑
事
・
消
費
・
不
動
産
・

土
地
・
建
物
な
ど
】

●  

と
き　
12
月
５
日
㈭

（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２

障
が
い
者
相
談

　
障
が
い
者
の
就
業
や
生
活
に
関
す

る
相
談
。

●
と
き　
12
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
会
議
室

問
福
祉
課 

☎
２
２・３
１
６
７

消
費
生
活
出
張
相
談

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
問
題

や
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
。

● 

と
き　
12
月
４
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
市
役
所
内
牧
支
所

※ 

出
張
以
外
の
相
談
は
、市
消
費
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
で
随
時
実
施
。

問
市
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
２
２・３
３
６
４

あ
そ
若
者
し
ご
と
相
談
会

　
就
労
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
若
者

た
ち
を
就
労
に
向
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

●
と
き　
12
月
11
日
㈬・25
日
㈬

　
１
月
８
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８・７
４・０
０
０
７

相 

談

く ら し の 情 報

広
告

運転中のながらスマホ厳罰化！
１２月１日から

違反点数が 3 倍、反則金も高額に！
 一発免停も！携帯電話やカーナビを使い

「ながら」の運転は、道路交通法違反です。
スマホ等を使用しなければならないとき
は、必ず安全な場所に停車しましょう。
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区分 職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格 試験内容

高卒
程度

一般事務
精神・身体
障がい者対象

市長部局・議会・各
種委員会等に勤務
し、行政事務に従事。

昭和54年 4月 2日～平成14年 4月 1日生まれで、
精神障害者保健福祉手帳及び身体障害者手帳の交付
を受け、活字印刷文による出題及び口頭による面接
試験に対応できる人。高等学校在学中の場合、令和
2年 3月末日に卒業予定の人。

教養試験・
作文・適性
検査1人程度

一般事務
土木系事務職 市長部局等に勤務

し、公共土木全般
に係る業務に従事。

平成元年 4月 2日～平成 14 年 4月 1日生まれで、
高等学校以上において土木系の学部、学科を卒業、
または令和 2年 3月に卒業見込みの人。もしくは、
民間企業等での経験によって土木系の専門知識・技
能を有する人。

専門試験・
作文・適性
検査1人程度

資格
免許職

臨床心理士 市長部局に勤務し、
臨床心理士の業務
に従事。

昭和 49年 4月 2日以降の生まれで、（公財）日本臨
床心理士資格認定協会が認定する臨床心理士の資格を
有する人。

一次面接・
作文・適性
検査1人程度

市職員２次募集
令和２年度採用

●試験区分・受験資格など

●申込書の請求方法
直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2 階 総務課人事係 に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（Ａ 4 サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2695 阿蘇市役所　阿蘇市総務
課人事係」に請求してください。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇市のホームページにアクセスして、申込書（PDF 形式）をダウンロードしてください。
申請書はＡ 4 サイズの厚紙（官製はがき程度の厚さ）を使用してください。

▷�　２月中旬頃に 2 次試験（面接など）を市役所で行います。

持参する場合 申込書に必要事項を記入して阿蘇市役所 2 階 総務課人事係 に提出してください。

郵送する場合
申込書に必要事項を記入して，角形２号封筒に申込書と受験票返送用の長形 3 号封筒（宛先、
郵便番号を明記、84 円切手貼付 ) を同封し、封筒の表に「職員採用試験申込」と朱書して、
必ず配達記録郵便で郵送してください。12 月 27 日㊎までの消印有効。

●申込手続

精神・身体障がい者対象試験の申し込みは、精神障害者保健福祉手帳の写しまたは身体障害者手帳の写しを 1 部提出して
ください。※試験に関する一切の提出書類は返却しません。

募集期間 12月9日㊊ ~27日㊎

試 験 日 1月26日㊐ 午前8時30分 ~
試験会場 一の宮保健センター（阿蘇市役所横）
問い合わせ 総務課 人事係　☎ 22-3111

医療センター職員募集 問い合わせ 阿蘇医療センター
事務部 総務課　☎ 34-0311

区分 職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格 試験内容

高卒
程度

一般事務 阿蘇医療センターで
病院事務に従事

平成 6年 4 月 2 日 ~平成 14 年 4 月 1 日までに生
まれた人

教養試験・
作文・適性
検査2人程度

▷�募集期間・試験日・試験会場は市職員募集と�同じです。
▷�申込書の請求・申し込み手続き方法も同様です。郵送の場合は「〒 869-2225 阿蘇市黒川 1266 阿蘇医療センター事
務部総務課」に請求・申し込みをお願いします。インターネットで申込書をダウンロードする場合は、阿蘇医療センター
のホームページからアクセスできます。

▷２月中旬頃に 2 次試験（面接など）を医療センターで行います。



すくすく広場　一の宮子育て支援センター ☎ 22-4539

●１２月　３日㊋　編み物をしよう
●１２月　４日㊌　編み物をしよう
●１２月１０日㊋　キャンドル作り
●１２月１２日㊍　にこにこクッキング
●１２月１７日㊋　運動遊び
●１２月１９日㊍　ポチ袋作り
●１２月２４日㊋　誕生会・計測日
●１２月２６日㊍　お正月飾りを作ろう
●　１月　７日㊋　たこあげをしよう
●　１月　９日㊍　ハンドメイドの日
●　１月１４日㊋　楽器を使って遊ぼう
●　１月１６日㊍　親子で簡単パンづくり
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のんびり広場　波野保育園内　☎ 24-2800

●１２月　４日㊌　人形劇観覧
●１２月１１日㊌　クリスマスリースを作ろう
●１２月１８日㊌　そば打ち体験をしよう
●１２月２５日㊌　クリスマスパーティー
●　１月　８日㊌　お正月あそび
●　１月１５日㊌　指あみをしよう

ぴよぴよ広場　阿蘇市子育て支援センター ☎32-3843

●１２月　２日㊊　子育てトーク
●１２月　４日㊌　計測日・親子触れ合い体操
●１２月１１日㊌　料理教室
●１２月１８日㊌　誕生会・クリスマス会
●１２月２５日㊌　プチ・ケーキ作り
●　１月　８日㊌　計測日・お正月あそび
●　１月１５日㊌　英語で遊ぼう・おはなし会

さくらんぼ広場　あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089

●１２月１８日㊌　お誕生会に参加しよう
●１２月２５日㊌　クリスマス飾りを作ろう
●　１月１５日㊌　お正月あそびをしよう

わいわい広場　熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402

●１２月　4 日㊌　絵本の楽しみ
●１２月　７日㊏　クリスマス発表会
●１２月１８日㊌　クリスマスツリーを作ろう
●１２月２５日㊌　ＹＭＣＡクリスマス会に参加しよう
●　１月　８日㊌　新年会をしよう
●　１月１５日㊌　リズムで遊ぼう

ポッポ広場　阿蘇中央幼稚園内「南教室」  ☎ 32-3643

●１２月　２日㊊　子育て相談
●１２月１４日㊏　発表会
●１２月１６日㊊　絵本のよみきかせ
●１２月１８日㊌　わらべうた・ベビーマッサージ

さぽさぽ広場　古城保育園内 ☎ 22-0380

●１２月　７日㊏　保護者研修・餅つき
●１２月１７日㊋　年賀状つくり
●１２月２１日㊏　発表会観覧
●　１月　７日㊋　お正月遊び

※天候や講師の都合により日程を変更する場合があります。

子育て支援センター情報

広
告

要予約

要予約

要予約要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約



人口 （男性） （女性） 世帯
人数・世帯数 26,019人 12,343人 13,676人 11,544 世

帯

前月比 58人�減 19人�増 39人�減 19世帯�減
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  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

寄 付 阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）

寄付者

岩下 節
せつぞう

三

室　治夫

村山 良
りょうこ

子

鳴瀬 裕
ゆ う じ

治

佐藤 惠美子

渡邊 貴浩

古閑 フク子

後藤　修

森本 孝子

飯干 イヨ子

川上 邦彦

橋口 さつき

中嶋 紀
としてる

光

塚本 伸一

江入 孝博

（行政区）

(東2区)

(西3区)

(古神1区)

(古神1区)

(古神2区)

(分1区)

( 古 閑 )

(古城5の1区)

(西井手)

(内牧3区)

( 湯 浦 )

(西小園)

(下役犬原)

(下西黒川)

(跡ヶ瀬)

物故者

末
すえとき

時

靜雄

きぬ子

保雄

岩下　シク

安子

三
み よ し

代司

カチ子

ミヤコ

忠
ただし

初
はつふみ

文

靖
おさむ

光子

公
ただし

律子

続柄

亡父

亡父

亡母

亡父

亡母

亡母

亡夫

亡母

亡母

亡夫

亡父

亡夫

亡母

亡父

亡母

（10月31日受付分まで）

（10 月 31 日受付分まで）

加久 僚
りょうた

大 ・ 梶原 有
ゆ う き

紀 (下東下原)

赤ちゃん結 婚

お慶び ご寄付氏名は敬称を省略しています。各情報は希望者のみ掲載しています。

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)

（昭和 6 年 11 月生まれ）

米 寿

（2019年10月31日時点）
出生 死亡 転入 転出

11人 45人 87人 105人

人の動き （10/1 ～ 10/31）

羽
は た

田 愛子
田島 レイ子
井　八

はちろう
郞

山部 𫝆朝文
岩下 常雄
𫝆村 ヒサ
内野 寛

か ん き
喜

(西1区)
(古城1区)
(古城4区)
(古城6区)
( 中 原 )
(内牧3区)
(内牧5区)

中島 鎭
し ず お

雄
児玉 ケサミ
森野 シゲ子
中島 夛

た き こ
喜子

江藤 幸
ゆ き お

男
高日 ハツ子

( 小 里 )
(原の口)
(南黒川)
(北黒川)
(北黒川)
(坂の上)

(内牧5区)

(東3区)

( 小 里 )

( 乙 姫 )

( 小 里 )

(上役犬原)

( 古 閑 )

(東2区)

(古神3区)

(西1区)

( 赤 水 )

（10月31日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ    (行政区)

山﨑 勇
ゆ う と

虎くん

有内 菜
な つ き

月ちゃん

中島 未
み の り

乃莉ちゃん

宮本 悠
ゆうしん

慎くん

村上 耶
や え

依ちゃん

山部 雛
ひ な の

奈希ちゃん

古木 仁
に こ

子ちゃん

植園 日
ひ ま り

茉梨ちゃん

森本 匡
きょうすけ

祐くん

中村 郁
い く と

仁くん

蔵原 煌
お う や

也くん

9月28日

9月29日

10月1日

10月3日

10月4日

10月8日

10月9日

10月16日

10月18日

10月24日

10月28日

孝
た か お み

臣

良太郎

康 太

亮 平

俊
と し き

樹

裕 介

公 彦

健 司

誠
せ い ご う

剛

紘
ひ ろ ゆ き

之

大
だ い ご

護

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

紗 代

理 恵

麻 里

幸
ゆ き え

江

成 美

遥 奈

裕
ひ ろ こ

子

遥

香 澄

千 佳

美 帆

広
告
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ASO 田園空間博物館通信　No.81

　　　　　ASO田園空間博物館 (道の駅阿蘇 )

下荻の草牧野と極楽禅寺をご紹介

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
は
、設
立
当
初

か
ら「
わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
域
の
価

値
を
再
発
見
し
、阿
蘇
を
訪
れ
る
人
々
と
一
緒

に
地
域
の
新
し
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く
」と

い
う
理
念
に
基
づ
き
、市
民
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
柱
と
な
る
の
が「
サ
テ
ラ
イ
ト
」

で
す
。

　
今
回
は
新
た
に
登
録
さ
れ
た
２
つ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
新
規
サ
テ
ラ
イ
ト
紹
介
】

下
荻
の
草
牧
野　

　
こ
と
し
５
月
に
登
録
さ
れ
た

『
下
荻
の
草
牧
野
』は
、阿
蘇
市
北

部
に
位
置
す
る
管
理
地
お
よ
そ

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
原
野
で
す
。

現
在
は
組
合
員
６
戸
で
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
標
高
約
７
５
０
㍍
の
牧
野
か

ら
は
絶
景
が
望
め
、阿
蘇
山
や
久

住
山
は
も
と
よ
り
祖
母
山
ま
で

一
望
で
き
ま
す
。波
打
っ
た
よ
う

に
起
伏
の
あ
る
草
原
風
景
を
見

る
と
阿
蘇
の
地
形
の
壮
大
さ
に

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
牧
野
に
つ
い
て
丸
野
雄
司
副

組
合
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
広
大
な
草
原
を
有
す
る
牧
野

で
す
が
、高
齢
化
が
進
み
、平
成

の
初
め
に
は
組
合
員
で
放
牧
を

行
う
人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で

も
毎
年
欠
か
さ
ず
野
焼
き
を
行
い
草
原

の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
平
均
年
齢
は
80
代
を
超
え
、

野
焼
き
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
厳
し
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、他
の
地
域
に
住

む
組
合
員
の
息
子
や
孫
が「
草
原
維
持
に

少
し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
」と
毎
年
手
伝

い
に
来
て
く
れ
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
と
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ま
が「
地
域
の
宝
」

と
し
て
守
り
続
け
て
い
る
自
然
、

景
観・
風
景
、歴
史・
文
化
の
こ
と

で
す
。

　

世
界
的
に
有
名
な
中
岳
火
口

や
草
千
里
の
ほ
か
、集
落
で
大
切

に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
氏
神

(

神
社)

や
湧
水
、神
楽
や
祭
り

唄
と
い
っ
た
阿
蘇
の
民
俗
芸
能

な
ど
、現
在
92
カ
所
を
登
録
し
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
で

は
、地
域
の
人
た
ち
と
連
携
し
て
、

サ
テ
ラ
イ
ト
の
保
全
や
活
性
化
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

区
内
に
Ｉ
タ
ー
ン
で
移
住
し
て
き
た

２
軒
の
若
い
家
族
も
、草
原
維
持
に
つ
い

て
理
解
し
、野
焼
き
で
重
要
な
火
引
き
の

担
い
手
と
な
り
地
元
の
戦
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

下
荻
の
草
牧
野
は
、こ
と
し
か
ら
Ａ
Ｓ

Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
な
ど
が
取
り
組
ん
で

い
る「
牧
野
ガ
イ
ド
事
業
」の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
牧
野
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 下荻の草牧野で 8 月に開催した「牧野ガイド事業」

( トレイルウォークの様子 )

令和元年度登録

サテライト



　

牧
野
ガ
イ
ド
事
業
は
、牧
野
組
合
の
協

力
の
も
と
、放
牧
を
し
て
い
な
い
時
期
や

区
域
を
利
用
し
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
草
原

を
有
効
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

当
組
合
で
は「
放
牧
を
行
わ
ず
草
原
の

利
用
が
少
な
く
な
っ
た
牧
野
を
新
し
い
方

法
で
活
用
し
、多
く
の
人
に
草
原
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」と
考
え
、

牧
野
提
供
を
決
め
ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
で
は
、間
も
な
く
野
焼
き
の

時
季
が
や
っ
て
来
ま
す
。野
焼
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
有
志
の
協
力
も
得
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
も
知
恵
を
し
ぼ
り
、で
き
る
限
り

下
荻
の
草
牧
野
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
丸
野
副
組
合
長
の
お
話
を
伺
う
と
、い

つ
限
界
牧
野
と
な
っ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
中
、な
ん
と
か
地
域
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
牧
野
を
守
っ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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極
楽
禅
寺
で
は
、た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、毎
週
水
曜
日
の
坐

禅
会
の
ほ
か
、茶
道・着
付
け
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。依
頼
が
あ
れ
ば
写
仏
や
写

経
、精
進
料
理
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

　

精
進
料
理
は
、修
行
僧
が
修
業
中
に
精

進
の
た
め
食
す
も
の
と
、私
た
ち
が
法
事

の
た
め
に
食
す
も
の
と
２
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。法
要
で
地
域
を
訪
れ
る
と
、同
じ

煮
物
で
も
汁
の
量
や
昆
布
の
有
無
な
ど
地

域
に
よ
っ
て
作
り
方
や
味
付
け
が
違
い
ま

す
。近
年
は
そ
う
い
っ
た
地
域
の
伝
統
が

消
え
つ
つ
あ
り
、非
常
に
も
っ
た
い
な
い

と
感
じ
て
お
り
、お
寺
で
精
進
料
理
を
提

供
し
、少
し
で
も
伝
統
を
伝
え
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
お
寺
の
年
中
行
事
は
一
般
開
放
し
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
極
楽
禅
寺
の
年
中
行
事
】

　
３
月
20
日　
涅ね
は
ん
え

槃
会（
先
祖
供
養
）

　
４
月
８
日　
花
ま
つ
り

　
８
月
16
日　
施せ

が

き

え

餓
鬼
会（
先
祖
供
養
）

　
８
月
24
日　
地
蔵
盆

　
12
月
31
日　
除
夜
の
鐘　
な
ど

　

極
楽
禅
寺
で
は
、鐘
撞
堂
の
鐘
付
き

体
験
や
、御
朱
印
を
も
ら
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、サ
テ
ラ
イ
ト
に
登
録
さ
れ

る「
地
域
の
宝
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
元
気
な
阿
蘇
を
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

☎
３
５・５
０
７
７

極
楽
禅
寺（
宮
地
）

　
こ
と
し
７
月
に
登
録
さ
れ
た

『
極
楽
禅
寺
』は
、禅
宗・
曹
洞
宗

の
お
寺
と
し
て
地
域
の
人
た
ち

を
は
じ
め
広
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

お
寺
に
つ
い
て
、林
貴き
ほ
う峰

副

住
職
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
約
４
５
０
年
の
歴
史
が
あ
る

極
楽
禅
寺
は
、永
平
寺
を
本
山

と
し
て
明
治
維
新
前
ま
で
は
阿

蘇
家
の
菩ぼ
だ
い
じ

提
寺
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。阿
蘇
神
社
を
守
る
七
ヶ

寺
の
一
つ
と
し
て
建
立
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、そ
の
内
唯

一
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
『
肥
後
国
誌
』に
よ
る
と
、天

海
和
尚
に
よ
り
開
山
さ
れ
た
後
、慶
長
16

年
、阿
蘇
内
牧
城
代 

加
藤
右う

ま
の
じ
ょ
う
ま
さ
か
た

馬
允
正
方
に

よ
り
再
興
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、再
び

廃
寺
の
危
機
と
な
っ
た
も
の
の
中
興
し
、

明
治
時
代
に
は
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
の
影
響
で
破

壊
さ
れ
た
阿
蘇
三
十
六
坊
の
建
造
物
か

ら
建
築
材
料
を
集
め
て
お
堂
を
建
立
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
本
堂
を
建
て
替
え
ま
し

た
が
、平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
、こ
と
し
の
夏
に

よ
う
や
く
再
建
で
き
ま
し
た
。（
極
楽
禅

寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

丸野雄司 副組合長

林貴峰 副住職

ことしの夏に再建した極楽禅寺本堂
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商
工
会
青
年
部
に
つ
い
て

　

父
が
加
入
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

阿
蘇
に
帰
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
住
民
票

の
届
と
同
じ
く
加
入
届
を
書
い
て
い
ま

し
た（
笑
）。先
輩
た
ち
と
も
出
会
え
、地

域
の
し
き
た
り
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。最
初
は
知
ら
な
い
人
ば
か

り
で
す
が
、２
年
も
す
る
と
飲
み
友
達

に
な
る
よ
う
な
仲
間
も
で
き
る
の
で
、

若
い
人
は
是
非
と
も
加
入
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

―�

こ
れ
か
ら
働
く
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　　

ゆ
ず
り
合
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し

い
。ど
こ
の
職
場
で
も
我
慢
が
必
要
で

す
が
、自
分
の
気
持
ち
を
押
し
付
け
ず

み
ん
な
が
ゆ
ず
り
合
う
こ
と
で
、一
人

一
人
の
我
慢
が
減
り
、職
場
内
や
お
客

さ
ん
と
の
人
間
関
係
も
良
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

　
―
山
部
さ
ん
に
と
っ
て
仕
事
と
は

　
「
気
配
り
」で
す
。接
客
を
し
て
い
る

と
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。し
ぐ
さ
か
ら
お
客
さ
ん
の

意
図
を
汲
み
取
れ
る
よ
う
気
配
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

故郷で働く
Work at hometown

阿 蘇 市 商 工 会 青 年 部 リ レ ー イ ン タ ビ ュ ー

山 部 亮 太
合資会社　山部石油店

Profile

1982 年 11 月生まれ、36 歳。内牧在住。
熊本電波工業高等専門学校を卒業し、半導体
エンジニアとして海外４カ国で勤務。その後
環境分析業などを経て阿蘇に帰郷し、家業の
山部石油店に就職。現在 5 年目を迎える。

Work  20

―�

阿
蘇
に
帰
っ
て
き
た
理
由

　
遠
方
で
働
い
て
い
て
も
阿
蘇
に
戻
っ

て
く
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

育
っ
て
き
ま
し
た
。20
代
で
好
き
な
こ

と
を
や
り
尽
く
し
た
の
で
、30
歳
に
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
阿
蘇
に
戻
り
ま
し

た
。都
会
や
海
外
を
経
験
し
た
こ
と
で

阿
蘇
の
自
然
の
中
で
暮
ら
す
良
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

―
職
場
で
の
役
割

　

内
牧
温
泉
街
入
口
の
坂
本
石
油
さ
ん

が
閉
店
し
、同
じ
地
域
に
あ
る
当
社
が

１
年
前
に
施
設
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

現
在
は
、こ
の「
内
牧
バ
イ
パ
ス
給
油

所
」の
店
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
―
仕
事
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

　

お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
聞
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。店
舗
が
大
観
峰
に
近
い

の
で
、ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
観
光
客
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。困
っ
て
い

る
人
の
話
を
聞
い
て
、ス
タ
ン
ド
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
一
緒
に
解
決
方
法

を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。当
店

の
ス
タ
ッ
フ
は
当
然
の
よ
う
に
や
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
る
―

Work at homeTown

給油をする山部さん。内牧温泉街
入口にある新店舗の店長として、
スタンドや LP ガス工事に関す
るすべての業務に携わっている。

ふ
る

さ

と

～青年部イメージアップ大作戦！～　地域の皆さまから『　　いいね！』と言われる青年部を目指して！

WebTV アソ
動 画
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材 料（4 人分） 
●レンコン…1kg　  　●小麦粉…300g　　
●米味噌…250g　      ●からし粉…20g
●はちみつ…大さじ 1  ●片栗粉…少々
●クチナシの実…2 個

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

問一の宮保健センター ☎ 22-5088

作 り 方 
❶�レンコンは皮つきのまま両端を切り、沸騰した湯で 6

～ 7 分くらい茹でる。
 ❷ 茹で上がったレンコンはザルに 3 時間程度立て水気を

取る。
❸味噌にからし粉・はちみつを入れよく混ぜる。
❹�底が広めの鉢に❸を入れ❷のレンコンを突くようにし

て味噌を詰め、再度ザルに立てて半日おき、水分をふき
取り片栗粉を薄くつける。

❺�小麦粉をふるいにかけ、くちなしの実のつけ汁で固めに
練り、レンコンを串にさして、衣をまんべんなく付け油
で揚げる。

からしレンコン
器提供： 山陶園

食改員から一言

味噌を詰めることで、レンコンから余分
な水分が出るため丁寧にふきとることが
ポイントです。

フレッシュマン

WebTV アソ
動 画

一般財団法人 阿蘇テレワークセンター
岩永 悠

ゆ う き

希さん（25 歳） 　 　　住所 : 宮地

一言コメント　 阿蘇テレワークセンターでは、阿蘇市と産山村で光インターネットを提供しています。　　　
インターネットやパソコンの使い方でお困りの人は、お気軽にご相談ください。

WebTV アソ
動 画

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111 （メール）pr@city.aso.lg.jp

趣味　バスケットボール　　特技　お知らせ端末の交換

好きな言葉　あきらめたらそこで試合終了

好きな人のタイプ　　穏やかな人

阿蘇の好きなところ　緑がきれいで水がおいしい

仕事の内容　お知らせ端末やパソコン、光インターネットのサポート

仕事で日頃から心がけていること　
お客様が困っている原因をしっかり聞くこと

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！フレッシュマン



日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
　眼科古嶋医院
☎ 34-0008

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

7~8 ヵ月児健診
H31.4 生
9：00~
一の宮保健センター

消費生活出張相談
10:00~15:00
内牧支所

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター
法律相談
9:30~12:00
阿蘇保健福祉センター

8 
　家入整形外科
☎ 32-0048
医療センタークリ
スマスコンサート
11:00~12:00
阿蘇医療センター
旬彩家庭料理レ
ストラン
12:00~13:00
やすらぎ交流館
ウソップ像除幕式
13:30~
阿蘇駅前ロータリー

9 10 11 12 13 14
年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

４ヵ月児健診
R1.7.16-8.15 生
9:00~
一の宮保健センター
認知症カフェ
10:00~12:00
池尻団地みんなの家
こころの健康相談
13:00~16:00
阿蘇保健所

認知症カフェ
10:00~12:00
阿蘇保健福祉センター
あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

認知症カフェ
10:00~12:00
赤仁田集会所

中通古墳群長目塚
古墳発掘 70 周年
記念シンポジウム㉟
10:00~16:10
農村環境改善センター

もうすぐ 1 歳健診
H31.1 生
13：15~13:30
一の宮保健センター

15 16 17 18 19 20 21
　大阿蘇病院
☎ 22-2111

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

障がい者相談
10:00~12:00
市役所 2 階会議室
3 歳児健診
H28.5 生
12:45~13:15
一の宮保健センター

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター

認知症カフェ
10:00~12:00
内牧５区公民館

22 23 24 25 26 27 28
　小野主生医院
☎ 32-0039

年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

1 歳 6 ヵ月児健診
H30.4 生
8:45~9:00
一の宮保健センター
献血
9:45~12:00
13:15~16:00
阿蘇市役所

あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

認知症カフェ
10:00~12:00
一の宮高齢者センター

29 30 31 1/1 元旦 1/2 1/3 1/4
　阿蘇温泉病院
☎ 32-0881

　古閑医院
☎ 22-3000

　問端内科
☎ 32-0102

　坂梨ハートクリニック
☎ 24-6262

1/5 1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11
　市原胃腸科外科
☎ 34-1211

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

7~8 ヵ月児健診
R1.5 生
9：00~
一の宮保健センター

あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター
法律相談
9:30~12:00
阿蘇保健福祉センター

　＝休日在宅医
診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
在
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阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/

相談に関する詳細は 36㌻に掲載

予定は変更になる場合があります。
最新の情報は市ホームページのく
らしのカレンダーをご覧ください。
　（こちらのバーコードを参照➡）CALENDAR

12 月

阿
蘇
体
育
館・阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー・農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は「
内
牧
」に
あ
る
施
設
で
す
。

在

在

在

在

〇内の数字は掲載ページ

在

在

在在在


